
〇

〇

（号 外）
（原稿作成 国立印刷局）
発 行 内 閣 府

府

令

・

省

令

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
大
蔵
省

建
設
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対

象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
提
出
す
べ
き
書
類
の
部
数
）

（
提
出
す
べ
き
書
類
の
部
数
）

第
九
条

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大

臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
が
法
第
五
条
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
提
出
す
べ
き
許
可
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類

の
部
数
は
、
正
本
一
部
及
び
写
し
一
部
と
す
る
。

第
九
条

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大

臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
が
法
第
五
条
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
提
出
す
べ
き
許
可
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類

の
部
数
は
、
正
本
一
部
及
び
そ
の
写
し
四
部
と
す

る
。

（
廃
業
等
の
届
出
）

（
廃
業
等
の
届
出
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
廃
業
等
届
出

書
の
部
数
は
、正
本
一
部
及
び
写
し
一
部
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
廃
業
等
届
出

書
の
部
数
は
、
正
本
一
部
及
び
そ
の
写
し
四
部
と

す
る
。

（
業
務
の
運
営
の
状
況
が
公
益
に
反
し
又
は
投
資

者
の
保
護
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
）

（
業
務
の
運
営
の
状
況
が
公
益
に
反
し
又
は
投
資

者
の
保
護
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
）

第
四
十
条

法
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十
条
第
二
号
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
状
況
は
、
次
に
掲
げ
る
状

況
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十
条
第
二
号
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
状
況
は
、
次
に
掲
げ
る
状

況
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

目

次
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〔
府
令
・
省
令
〕

〇
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
国
土
交
通
四
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等

に
関
す
る
告
示
（
厚
生
労
働
三
二
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁特

別
支
給
手
続
開
始
決
定
、
製
造
た
ば
こ

小
売
定
価
、
公
示
送
達
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
中
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
料
金
の
額
及
び
徴
収

期
間
の
変
更
、
税
理
士
証
票
無
効
・
登
録

抹
消
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
処
分
関

係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
、
公
示

送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
内

閣

府

国
土
交
通
省
令
第
四
号

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
及
び
第
十

一
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
二
条
（
同
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第

七
十
五
条
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

十
五
号
）
第
四
十
条
第
二
号
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





五

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
又
は
委
託
特
例
事

業
者
が
対
象
不
動
産
の
売
却
等
を
行
う
場
合

（
対
象
不
動
産
を
売
却
す
る
と
き
は
、
利
害
関

係
人
に
対
し
て
対
象
不
動
産
を
売
却
す
る
場
合

に
限
る
。）に
お
い
て
、
利
害
関
係
を
有
し
な
い

不
動
産
鑑
定
士
（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す

る
法
律（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

の
規
定
に
よ
り
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
係
る

業
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
除
く
。
第

四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に

お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
対
象
不
動
産
の
鑑
定
評

価
の
評
価
額
に
相
当
す
る
額
で
の
対
象
不
動
産

の
売
却
等
を
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
状
況

（
新
設
）

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
の
成
立
前
の
説
明

事
項
）

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
の
成
立
前
の
説
明

事
項
）

第
四
十
三
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
対
象
不
動
産
変
更
型
契
約
に
基
づ
き
不

動
産
特
定
共
同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

第
十
三
号
ニ
及
び
ホ
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号

ま
で
並
び
に
第
三
十
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
変
更

前
（
追
加
募
集
に
係
る
対
象
不
動
産
の
変
更
に

あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
の
直
後
）
の
対
象
不
動
産

に
関
す
る
も
の
に
限
る
。

第
四
十
三
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
対
象
不
動
産
変
更
型
契
約
に
基
づ
き
不

動
産
特
定
共
同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第
三
十
号
に

掲
げ
る
も
の
は
、
変
更
前
（
追
加
募
集
に
係
る
対

象
不
動
産
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
の
直

後
）
の
対
象
不
動
産
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。

一
〜
十
二

（
略
）

一
〜
十
二

（
略
）

十
三

利
害
関
係
人
と
の
間
の
不
動
産
特
定
共
同

事
業
に
係
る
重
要
な
取
引
の
有
無
及
び
当
該
取

引
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項

十
三

利
害
関
係
人
と
の
間
の
不
動
産
特
定
共
同

事
業
に
係
る
重
要
な
取
引
の
有
無
並
び
に
当
該

取
引
が
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
害
関
係
人
と
不

動
産
特
定
共
同
事
業
者
と
の
関
係
、
当
該
利
害

関
係
人
の
商
号
若
し
く
は
名
称
又
は
氏
名
、
住

所
又
は
所
在
地
、
取
引
の
額
及
び
取
引
の
内
容

イ

当
該
利
害
関
係
人
と
不
動
産
特
定
共
同
事

業
者
と
の
関
係

（
新
設
）

ロ

当
該
利
害
関
係
人
の
商
号
若
し
く
は
名
称

又
は
氏
名
及
び
住
所
又
は
所
在
地

（
新
設
）

ハ

当
該
取
引
の
額
及
び
内
容

（
新
設
）

ニ

当
該
取
引
が
対
象
不
動
産
の
取
得
又
は
自

己
の
財
産
若
し
く
は
他
の
不
動
産
特
定
共
同

事
業
契
約
に
係
る
財
産
を
対
象
不
動
産
と
す

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
の
額

を
妥
当
と
判
断
す
る
根
拠

（
新
設
）

ホ

当
該
取
引
が
対
象
不
動
産
の
賃
貸
借
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
賃
貸
借
に
係
る

賃
料
の
額
を
妥
当
と
判
断
す
る
根
拠

（
新
設
）

十
四
〜
十
六

（
略
）

十
四
〜
十
六

（
略
）

十
六
の
二

対
象
不
動
産
が
宅
地
の
造
成
又
は
建

物
の
建
築
に
関
す
る
工
事
の
完
了
前
の
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
次
の
事
項

（
新
設
）

イ

当
該
工
事
の
概
要

ロ

当
該
工
事
に
関
し
必
要
と
さ
れ
る
法
第
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
許
可
及
び
確
認
並

び
に
令
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る
許
可
等
の
処

分
（
第
五
十
条
第
十
号
に
お
い
て
「
開
発
許

可
等
の
処
分
」
と
い
う
。）の
有
無
並
び
に
当

該
処
分
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
の

概
要
及
び
年
月
日

ハ

当
該
工
事
に
関
す
る
資
金
計
画

ニ

当
該
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
時
期

ホ

当
該
工
事
の
完
了
時
に
お
け
る
形
状
、
構

造
そ
の
他
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第

十
六
条
に
規
定
す
る
事
項

十
七

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
基
づ
く
出

資
の
目
的
で
あ
る
財
産
が
対
象
不
動
産
で
あ
る

不
動
産
特
定
共
同
事
業
以
外
の
不
動
産
特
定
共

同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
対
象
不
動

産
に
関
す
る
次
の
事
項

十
七

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
基
づ
く
出

資
の
目
的
で
あ
る
財
産
が
対
象
不
動
産
で
あ
る

不
動
産
特
定
共
同
事
業
以
外
の
不
動
産
特
定
共

同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
対
象
不
動

産
に
関
す
る
次
の
事
項

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

（
削
る
）

ホ

対
象
不
動
産
が
宅
地
の
造
成
又
は
建
築
に

関
す
る
工
事
の
完
了
前
の
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
完
了
時
に
お
け
る
形
状
、
構
造
そ

の
他
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和

三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第
十
六
条

に
規
定
す
る
事
項

ホ
・
ヘ

（
略
）

ヘ
・
ト

（
略
）

ト

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
第
十
六
条

の
四
の
三
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
（
対
象
不
動
産
が
宅
地
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
の

二
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）

チ

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
第
十
六
条

の
四
の
三
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
（
対
象
不
動
産
が
宅
地
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）

チ

（
略
）

リ

（
略
）
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リ

対
象
不
動
産
が
既
存
の
建
物
で
あ
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

ヌ

対
象
不
動
産
が
既
存
の
建
物
で
あ
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

建
物
状
況
調
査
（
宅
地
建
物
取
引
業
法

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
建
物
状
況
調
査
を
い
い
、
実
施
後
一

年
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
共
同
住
宅
等
（
住

宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
二

十
号
）
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
共
同

住
宅
等
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
二
年
）

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）を
実

施
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
及
び
こ
れ
を
実

施
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
結
果
の

概
要

建
物
状
況
調
査
（
宅
地
建
物
取
引
業
法

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
建
物
状
況
調
査
を
い
い
、
実
施
後
一

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）を

実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
及
び
こ
れ
を

実
施
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
結
果

の
概
要

（
略
）

（
略
）

十
八

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
基
づ
く
出

資
の
目
的
で
あ
る
財
産
が
対
象
不
動
産
で
あ
る

不
動
産
特
定
共
同
事
業
以
外
の
不
動
産
特
定
共

同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
対
象
不
動

産
の
価
格
、
当
該
価
格
の
算
定
方
法
（
当
該
算

定
に
つ
い
て
算
式
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
算
式
を
含
む
。）及
び
当
該
価
格
を
妥
当
と

判
断
す
る
根
拠

十
八

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
基
づ
く
出

資
の
目
的
で
あ
る
財
産
が
対
象
不
動
産
で
あ
る

不
動
産
特
定
共
同
事
業
以
外
の
不
動
産
特
定
共

同
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
対
象
不
動

産
の
価
格
及
び
当
該
価
格
の
算
定
方
法
（
当
該

算
定
に
つ
い
て
算
式
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は

当
該
算
式
を
含
む
。）

十
九

（
略
）

十
九

（
略
）

二
十

出
資
を
伴
う
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
事

項

二
十

出
資
を
伴
う
契
約
に
あ
っ
て
は
次
の
事
項

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

金
銭
を
も
っ
て
出
資
の
目
的
と
す
る
契
約

に
あ
っ
て
は
、
出
資
さ
れ
る
金
銭
の
使
途

（
新
設
）

二
十
一
〜
四
十
五

（
略
）

二
十
一
〜
四
十
五

（
略
）

２

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
法
第
二
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
す
る
場
合
に
お
い

て
、
前
項
第
十
三
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
、第
十
六
号
、

第
十
八
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
三

十
一
号
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
少
な
く
と
も
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明

す
る
も
の
と
す
る
。

２

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
法
第
二
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
す
る
場
合
に
お
い

て
、
前
項
第
十
六
号
、
第
十
八
号
、第
二
十
三
号
、

第
三
十
一
号
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

説
明
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
十
三
号
ハ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
、
当
該
取
引
が
対
象
不
動
産
の
賃
貸
借
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

賃
料
の
額
及
び
支
払
期
日
等
の
賃
貸
借
の

条
件
並
び
に
そ
れ
ら
の
変
更
に
関
す
る
事
項

ロ

損
害
賠
償
額
の
予
定
又
は
違
約
金
に
関
す

る
事
項

ハ

責
任
及
び
免
責
に
関
す
る
事
項

ニ

契
約
期
間
に
関
す
る
事
項

ホ

更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

ヘ

借
地
借
家
法（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
号
）

そ
の
他
当
該
取
引
に
係
る
法
令
に
関
す
る
事

項
の
概
要

二

前
項
第
十
三
号
ニ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

利
害
関
係
を
有
し
な
い
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
当
該
対
象
不
動
産
の
鑑
定
評
価
の
有
無

ロ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
た
場
合
に

は
、
当
該
鑑
定
評
価
の
結
果
及
び
方
法
の
概

要
（
当
該
鑑
定
評
価
の
年
月
日
を
含
む
。）並

び
に
当
該
鑑
定
評
価
を
行
っ
た
者
の
氏
名

ハ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な
い

場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な

い
理
由

利
害
関
係
人
で
な
い
売
主
が
過
去
に

行
っ
た
当
該
対
象
不
動
産
の
売
買
の
う
ち

直
近
の
も
の
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

（

及
び

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
開
示
で

き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

売
買
価
格

売
買
契
約
の
締
結
の
日

当
該
売
主
の
商
号
若
し
く
は
名
称
又

は
氏
名

当
該
対
象
不
動
産
の
近
傍
同
種
の
不
動

産
そ
の
他
の
対
象
不
動
産
と
条
件
の
類
似

す
る
不
動
産
の
売
買
価
格
若
し
く
は
そ
の

水
準
又
は
公
示
価
格
、
路
線
価
若
し
く
は

販
売
公
表
価
格

ニ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
の
評
価
額
又
は
ハ

に
掲
げ
る
価
格
若
し
く
は
水
準
と
前
項
第

十
三
号
ハ
に
掲
げ
る
額
と
の
差
額
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
差
額
及
び
当
該
差
額
を
妥
当
と

判
断
す
る
理
由
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三

前
項
第
十
三
号
ホ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

利
害
関
係
を
有
し
な
い
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
賃
料
に
関
す
る
鑑
定
評
価
の
有
無

ロ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
た
場
合
に

は
、
当
該
鑑
定
評
価
の
結
果
及
び
方
法
の
概

要
（
当
該
鑑
定
評
価
の
年
月
日
を
含
む
。）並

び
に
当
該
鑑
定
評
価
を
行
っ
た
者
の
氏
名

ハ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な
い

場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な

い
理
由

当
該
対
象
不
動
産
の
近
傍
同
種
の
不
動

産
そ
の
他
の
対
象
不
動
産
と
条
件
の
類
似

す
る
不
動
産
の
賃
料
又
は
そ
の
水
準

ニ

イ
に
掲
げ
る
鑑
定
評
価
の
評
価
額
又
は
ハ

に
掲
げ
る
賃
料
若
し
く
は
水
準
と
第
一
号

イ
に
掲
げ
る
賃
料
の
額
と
の
差
額
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
差
額
及
び
当
該
差
額
を
妥
当
と

判
断
す
る
理
由

四

（
略
）

一

（
略
）

五

前
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
対
象
不
動
産
の
価

格
及
び
当
該
価
格
を
妥
当
と
判
断
す
る
根
拠
に

つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項

二

前
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
対
象
不
動
産
の
価

格
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定

評
価
の
有
無
並
び
に
当
該
鑑
定
評
価
を
受
け
た

場
合
に
は
鑑
定
評
価
の
結
果
及
び
方
法
の
概
要

（
当
該
鑑
定
評
価
の
年
月
日
を
含
む
。）並
び
に

鑑
定
評
価
を
行
っ
た
者
の
氏
名

イ

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
の
有
無

（
新
設
）

ロ

当
該
鑑
定
評
価
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当

該
鑑
定
評
価
の
結
果
及
び
方
法
の
概
要
（
当

該
鑑
定
評
価
の
年
月
日
を
含
む
。）並
び
に
当

該
鑑
定
評
価
を
行
っ
た
者
の
氏
名

（
新
設
）

ハ

当
該
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

当
該
鑑
定
評
価
を
受
け
て
い
な
い
理
由

第
二
号
ハ

に
掲
げ
る
価
格
若
し
く
は

水
準
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
そ
の
根

拠
を
明
ら
か
に
し
て
述
べ
た
対
象
不
動
産

の
価
格
に
対
す
る
意
見

六

前
項
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

事
業
参
加
者
に
対
し
分
配
す
べ
き
収
益
又

は
利
益
の
額
の
算
定
の
方
法
並
び
に
そ
の
分

配
の
時
期
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

ロ

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
の
締
結
又
は

更
新
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
そ
の

相
手
方
に
対
し
、
収
益
又
は
利
益
の
分
配
に

よ
り
得
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
額
（
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
「
分
配
見
込
額
」
と
い
う
。）

の
表
示
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項

当
該
分
配
見
込
額
及
び
そ
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
期
間

に
掲
げ
る
期
間
が
当
該
不
動
産
特
定

共
同
事
業
契
約
の
期
間
よ
り
長
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
不
動
産
特
定
共
同
契
約

の
期
間
で
の
分
配
見
込
額
及
び
そ
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
期
間

当
該
分
配
見
込
額
が
予
想
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
不
確
実
で
あ
る
旨

当
該
分
配
見
込
額
の
算
定
の
根
拠
と
な

る
不
動
産
取
引
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
事
項

不
動
産
取
引
の
額

対
象
不
動
産
の
所
在
、
地
番
、用
途
、

土
地
面
積
、
延
べ
床
面
積
そ
の
他
の
対

象
不
動
産
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項不

動
産
取
引
の
取
引
態
様
の
別

将
来
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

不
動
産
取
引
を
算
定
の
根
拠
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
動
産
取
引
が

予
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
旨

の
不
動
産
取
引
が
行
わ
れ
た
こ
と
の

根
拠
又
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

と
判
断
し
た
根
拠
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ハ

不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
の
締
結
又
は

更
新
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
そ
の

相
手
方
に
対
し
、
分
配
見
込
額
の
事
業
参
加

者
の
出
資
額
に
対
す
る
割
合
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
利

回
り
等
」
と
い
う
。）の
表
示
を
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

当
該
利
回
り
等
及
び
そ
の
算
定
方
法

（
当
該
算
定
に
つ
い
て
算
式
が
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
算
式
を
含
む
。）

当
該
利
回
り
等
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

分
配
見
込
額
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
期
間に

掲
げ
る
期
間
が
当
該
不
動
産
特
定

共
同
事
業
契
約
の
期
間
よ
り
長
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
不
動
産
特
定
共
同
事
業

契
約
の
期
間
で
の
分
配
見
込
額
及
び
そ
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
並
び
に
当
該
分

配
見
込
額
に
基
づ
き
算
定
し
た
利
回
り
等

当
該
利
回
り
等
が
予
想
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
不
確
実
で
あ
る
旨

当
該
分
配
見
込
額
の
算
定
の
根
拠
と
な

る
不
動
産
取
引
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
事
項

不
動
産
取
引
の
額

対
象
不
動
産
の
所
在
、
地
番
、用
途
、

土
地
面
積
、
延
べ
床
面
積
そ
の
他
の
対

象
不
動
産
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項不

動
産
取
引
の
取
引
態
様
の
別

将
来
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

不
動
産
取
引
を
算
定
の
根
拠
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
動
産
取
引
が

予
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
旨

の
不
動
産
取
引
が
行
わ
れ
た
こ
と
の

根
拠
又
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

と
判
断
し
た
根
拠

七
〜
九

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
財
産
管
理
報
告
書
の
作
成
及
び
交
付
）

（
財
産
管
理
報
告
書
の
作
成
及
び
交
付
）

第
五
十
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
一
年
を

超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業

契
約
に
係
る
財
産
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
次
に

第
五
十
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
一
年
を

超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業

契
約
に
係
る
財
産
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
次
に

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

金
銭
を
も
っ
て
出
資
の
目
的
と
す
る
契
約
に

あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
期
間
に
お
い
て
支
出
し

た
金
銭
の
額
及
び
使
途

（
新
設
）

十

対
象
不
動
産
が
宅
地
の
造
成
又
は
建
物
の
建

築
に
関
す
る
工
事
の
完
了
前
の
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

第
一
号
の
期
間
の
満
了
の
日
に
お
け
る
既

に
着
手
し
た
工
事
の
有
無
並
び
に
既
に
着
手

し
た
工
事
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
工
事
の

概
要
、
当
該
工
事
に
着
手
し
た
年
月
日
及
び

そ
の
完
了
の
予
定
年
月
日
又
は
そ
の
完
了
の

年
月
日

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
法
第
二
十
八
条
第
二
項

に
規
定
す
る
報
告
書
（
第
五
号
及
び
第
十
号
ヘ
並

び
に
第
五
十
六
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
「
財

産
管
理
報
告
書
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
こ
れ
を

事
業
参
加
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
法
第
二
十
八
条
第
二
項

に
規
定
す
る
報
告
書
（
第
五
十
六
条
第
一
項
第
五

号
に
お
い
て
「
財
産
管
理
報
告
書
」
と
い
う
。）を

作
成
し
、
こ
れ
を
事
業
参
加
者
に
対
し
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ

第
一
号
の
期
間
の
満
了
の
日
に
お
け
る
今

後
着
手
す
る
予
定
の
工
事
の
有
無
並
び
に
今

後
着
手
す
る
予
定
の
工
事
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
工
事
の
概
要
並
び
に
着
手
及
び
完

了
の
予
定
年
月
日

ハ

第
一
号
の
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
さ
れ

た
当
該
工
事
に
関
し
必
要
と
さ
れ
る
開
発
許

可
等
の
処
分
の
有
無
並
び
に
当
該
開
発
許
可

等
の
処
分
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
概
要

及
び
年
月
日

ニ

第
一
号
の
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
当
該

工
事
に
関
し
必
要
と
さ
れ
る
開
発
許
可
等
の

処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
そ
の
他
そ
の
効

力
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
、
そ
の

効
力
が
失
わ
れ
た
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

ホ

第
一
号
の
期
間
の
満
了
の
日
に
お
け
る
当

該
工
事
に
係
る
資
金
計
画

ヘ

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
、
直
近
に
交
付
さ
れ
た
財
産
管
理
報
告
書

の
内
容
か
ら
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

変
更
の
内
容
及
び
理
由

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（
電
子
取
引
業
務
に
係
る
重
要
事
項
の
閲
覧
）

（
電
子
取
引
業
務
に
係
る
重
要
事
項
の
閲
覧
）

第
五
十
五
条

法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
の
主
務

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第

一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、第
十
三
号
、

第
十
六
号
、
第
十
六
号
の
二
、
第
十
八
号
、
第
二

十
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六

号
、
第
二
十
八
号
、
第
二
十
九
号
、第
三
十
一
号
、

第
三
十
二
号
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
七
号
（
対

象
不
動
産
の
追
加
取
得
の
方
針
に
係
る
部
分
に
限

る
。）、
第
四
十
三
号
及
び
第
四
十
五
号
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

第
五
十
五
条

法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
の
主
務

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第

一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、第
十
六
号
、

第
十
八
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十

六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十
一

号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
七
号

（
対
象
不
動
産
の
追
加
取
得
の
方
針
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
四
十
三
号
及
び
第
四
十
五
号
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
業
務
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

（
業
務
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
七
十
一
条

第
二
十
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で
、
第

四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
（
同
条
第
一
項

第
四
号
を
除
く
。）、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
九

条
第
一
項
ま
で
及
び
第
五
十
条
か
ら
第
五
十
五
条

ま
で
の
規
定
は
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業

者
が
行
う
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条

中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
一

項
」
と
、「
別
記
様
式
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
別

記
様
式
第
十
八
号
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中

「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一

項
」
と
、第
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中「
第

十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
」と
、

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
八
条
第
三
項
」
と
、第
三
十
八
条
中「
第

二
十
一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
四

項
」
と
、
第
三
十
九
条
中
「
第
二
十
一
条
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九
条

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九

条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
二
十
一
条
の

第
七
十
一
条

第
二
十
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で
、
第

四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
（
同
条
第
一
項

第
四
号
を
除
く
。）、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
九

条
第
一
項
ま
で
及
び
第
五
十
条
か
ら
第
五
十
五
条

ま
で
の
規
定
は
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業

者
が
行
う
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条

中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
一

項
」
と
、「
別
記
様
式
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
別

記
様
式
第
十
八
号
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中

「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一

項
」
と
、第
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中「
第

十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
」と
、

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
八
条
第
三
項
」
と
、第
三
十
八
条
中「
第

二
十
一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
四

項
」
と
、
第
三
十
九
条
中
「
第
二
十
一
条
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九
条

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九

条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
二
十
一
条
の

二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十

条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十

条
第
二
号
」
と
、
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十

条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十

条
第
二
号
」
と
、
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
」
と
、
第
四
十
三
条
中
「
第

二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
七
条

第
二
項
第
三
号
中
「
許
可
番
号
（
届
出
特
定
信
託

会
社
に
あ
っ
て
は
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
、
届
出
特
別
金
融
機

関
等
に
あ
っ
て
は
、
令
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
）」と
あ
る
の
は
「
登
録

番
号
」
と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第

一
号
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
条
第
六
項
第

一
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
事
業
」
と
、「
三
年
」

と
あ
る
の
は
「
二
年
」
と
、同
項
第
十
一
号
中「
第

二
条
第
三
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
三

項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
と
、
同
項
第
十
六
号
の

二
ロ
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条

第
一
項
」
と
、
同
項
第
二
十
六
号
ヘ
、
第
四
十
七

条
第
三
項
及
び
第
五
十
四
条
第
三
号
中
「
第
二
十

五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
」と
、

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
十
六
号
ト
中
「
第
二
十

六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条

第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
第
七
号

イ
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
」と
、

第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
中

「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第

三
項
」
と
、
第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五

条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
、

「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
」
と
、
第
四
十
三
条
中
「
第

二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
七
条

第
二
項
第
三
号
中
「
許
可
番
号
（
届
出
特
定
信
託

会
社
に
あ
っ
て
は
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
、
届
出
特
別
金
融
機

関
等
に
あ
っ
て
は
、
令
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
）」と
あ
る
の
は
「
登
録

番
号
」
と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第

一
号
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
条
第
六
項
第

一
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
事
業
」
と
、「
三
年
」

と
あ
る
の
は
「
二
年
」
と
、同
項
第
十
一
号
中「
第

二
条
第
三
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
三

項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
と
、
同
項
第
二
十
六
号

ヘ
、
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五
十
四
条
第
三

号
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五

条
第
一
項
」
と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
十
六

号
ト
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
、
同

条
第
二
項
第
三
号
イ
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
七
条
」
と
、
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第

四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
四
条
第

一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」と
あ
る
の
は「
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五

条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条

第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
第
一
項
」

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
八

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
八
条
第
一
項
」
と
、
第
四
十
七
条

第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七
号
」
と
、
同
項
第
六

号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六

条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条

第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第

八
号
」
と
、
第
四
十
八
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二

た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条
の
二
た
だ
し

書
」
と
、
第
五
十
条
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
第
五
十
一
条

第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
九
条
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
号
事

業
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
第
二
号
事
業
」
と
、

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、第
五
十
三
条
中「
第

三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
の

二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
許
可

番
号
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
番
号
」
と
、
第
五
十

四
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
、
第
五
十
五
条
第
一

項
及
び
第
四
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

と
、
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一

項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七

号
」
と
、
同
項
第
六
号
中「
第
二
十
六
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
、第
四
十
八
条
中「
第

二
十
六
条
の
二
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条

の
二
た
だ
し
書
」
と
、
第
五
十
条
中
「
第
二
十
八

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、

第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
九

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
」
と
、
同
条
第
一
項
中

「
第
三
号
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
第
二
号

事
業
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
第
五

十
三
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
第

二
号
中
「
許
可
番
号
」
と
あ
る
の
は「
登
録
番
号
」

と
、
第
五
十
四
条
中「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
、
第
五
十

五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
記
様
式
第
三
号
添
付
書
類
（
３
）

４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
記
載
要
領
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６
添
付
書
類


４

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
７
年
大
蔵
省
・
建
設
省
令
第
２
号
）
第
21条
第
１
項
第
２
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
関
す
る
実
務
に
つ
い
て
の
講
習
を
修
了
し
た
者
又
は
同
項

第
３
号
に
規
定
す
る
登
録
証
明
事
業
に
よ
る
証
明
を
受
け
て
い
る
者
の
１
人
１
人
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
作
成
す
る

こ
と
。
な
お
、「
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
講
習
の
名
称
／
登
録
証
明
事
業
名
」
の
欄
に
は
、
当
該
講
習
の
名
称
又
は

当
該
証
明
に
係
る
事
業
の
名
称
を
記
入
す
る
こ
と
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

別
記
様
式
第
二
号
記
載
要
領
２

中
「統

計
調
査
に
用
い
る
産
業
分
類
並
び
に
疾
病
、
傷
害
及
び
死
因
分
類
を
定
め

る
政
令
に
基
づ
く
告
示
（
平
成
14年

総
務
省
告
示
第
139号

）
に
よ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
表

」
を
「統

計
法
（
平
成

19年
法
律
第
53号
）
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
統
計
基
準
で
あ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
に
掲
げ
る

」
に
改
め
、
同
記

載
要
領
６
中
「統

計
調
査
に
用
い
る
産
業
分
類
並
び
に
疾
病
、傷
害
及
び
死
因
分
類
を
定
め
る
政
令
に
基
づ
く
告
示（
平

成
14年

総
務
省
告
示
第
139号

）
に
よ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
表

」
を
「統

計
法
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
統
計
基

準
で
あ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
に
掲
げ
る

」
に
改
め
る
。





別 記 様 式 第 四 号 記 載 要 領 ２ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 別 記 様 式 第 四 号 記 載 要 領 ５ 中 「統計調査に用いる産業分類並びに疾病、傷害及び死因分類を定める
政令に基づく告示（平成14年総務省告示第139号）による日本標準産業分類表 」 を 「統計法（平成19
年法律第53号）第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類に掲げる 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 五 号 記 載 要 領 の 表 及 び 別 記 様 式 第 六 号 記 載 要 領 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





別
記
様
式
第
七
号
記
載
要
領
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
一
号
記
載
要
領

の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



別 記 様 式 第 十 三 号 記 載 要 領 ２ 中 「統計調査に用いる産業分類並びに疾病、傷害及び死因分類を定
める政令に基づく告示（平成14年総務省告示第139号）による日本標準産業分類表 」 を 「統計法（平
成19年法律第53号）第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類に掲げる 」 に 改 め 、 同

記 載 要 領 ６ 中 「統計調査に用いる産業分類並びに疾病、傷害及び死因分類を定める政令に基づく告示
（平成14年総務省告示第139号）による日本標準産業分類表 」 を 「統計法第２条第９項に規定する統
計基準である日本標準産業分類に掲げる 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 四 号 添 付 書 類 （ ３ ） ４ を 次 の よ う に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 四 号 記 載 要 領 ６ を 次 の よ う に 改 め る 。

６ 添付書類４
不動産特定共同事業法施行規則（平成７年大蔵省・建設省令第２号）第71条において読み替えて
準用する同令第21条第１項第２号に規定する主務大臣が指定する小規模不動産特定共同事業に関
する実務についての講習を修了した者又は同項第３号に規定する登録証明事業による証明を受け
ている者の１人１人についてそれぞれ作成すること。なお、「主務大臣が指定する講習の名称／登
録証明事業名」の欄には、当該講習の名称又は当該証明に係る事業の名称を記入すること。

別 記 様 式 第 十 五 号 記 載 要 領 を 次 の よ う に 改 め る 。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






別
記
様
式
第
十
六
号
記
載
要
領

の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
七
号
記
載
要
領
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



法

規

的

告

示

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示

（
作
業
環
境
測
定
士
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

作
業
環
境
測
定
士
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
試
験
）

（
試
験
）

第
二
条

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
の
作
業
環
境
測
定
士
試
験
（
以
下
「
試

験
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
範
囲

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
の
作
業
環
境
測
定
士
試
験
（
以
下
「
試

験
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
範
囲

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

試
験
の
科
目

範

囲

試
験
の
科
目

範

囲

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及
び
粉
じ
ん
の
性
質

測
定

点
等
の
設
定
方
法

個
人
ば
く
露
測
定
（
作
業
環
境
測
定
法
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
個
人
ば
く
露
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
対
象
と

な
る
労
働
者
等
の
設
定
方
法

測
定
機
器
の
選
択
方
法

試
料
採
取
機

器
の
原
理
及
び
使
用
方
法

採
取
し
た
試
料
の
管
理
方
法

簡
易
測
定

機
器
の
原
理
及
び
使
用
方
法

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及
び
粉
じ
ん
の
性
質

測
定

点
等
の
設
定
方
法

測
定
機
器
の
選
択
方
法

試
料
採
取
機
器
の
原
理

及
び
使
用
方
法

採
取
し
た
試
料
の
管
理
方
法

簡
易
測
定
機
器
の
原

理
及
び
使
用
方
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
講
習
）

（
講
習
）

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の

科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の

科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

講
習
の
科
目

範

囲

時
間

講
習
の
科
目

範

囲

時

間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
及
び
第
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
条
（
新
規
則
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
以
後
に
締
結
さ
れ
る
不

動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
を
い
う
。）に
係
る
対
象
不
動
産
の
売
却
等
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
第
十

一
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
対
象
不
動
産
の
売
却
等
を
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
四
十
三
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
規
則
第
七
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実

務
の
う
ち
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
に
係
る
も
の

作
業
環
境
測
定
の
目
的

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
（
規

則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ

リ
ン
グ
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
デ
ザ
イ
ン
の

方
法

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
係
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ

の
方
法

簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実

務
の
う
ち
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
に
係
る
も
の

作
業
環
境
測
定
の
目
的

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
（
規

則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ

リ
ン
グ
法
を
い
う
。
次
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る

デ
ザ
イ
ン
の
方
法

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
係
る
サ

ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法

簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実

務
の
う
ち
個
人
ば
く
露
測
定
に

係
る
も
の

作
業
環
境
測
定
の
目
的

個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
デ

ザ
イ
ン
の
方
法

個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
サ
ン
プ
リ

ン
グ
の
方
法

個
人
ば
く
露
測
定
の
結
果
の
評
価

呼

吸
用
保
護
具
の
選
択

八
時
間

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実

務
（
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
及

び
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
も

の
を
除
く
。）

作
業
環
境
測
定
の
目
的

デ
ザ
イ
ン
（
個
人
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
及
び
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

の
方
法

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
及

び
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
方
法

簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実

務
の
う
ち
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
以
外
の
も
の
に
係
る
も
の

作
業
環
境
測
定
の
目
的

デ
ザ
イ
ン
（
個
人
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
を
除
く
。）の
方
法

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
個
人
サ

ン
プ
リ
ン
グ
法
を
除
く
。）の
方
法

簡
易
測
定
機
器
と

そ
の
取
扱
い

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
粉
じ
ん
の
濃
度
等
の
測
定
）

（
粉
じ
ん
の
濃
度
等
の
測
定
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
一

条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。以
下「
粉

じ
ん
則
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の

粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下「
安
衛
則
」

と
い
う
。）第
四
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
と
き
（
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
の
三

の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
と
き
に
限
る
。）に
お
け
る
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
の

三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
一

条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測

定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
相
対
濃
度
指
示
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
質
量
濃
度
変
換
係
数
は
、
同
条
第
三
項
の
測
定
機
器
を
用
い
て
当
該
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
求
め
た

数
値
又
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
示
す
数
値
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）第
二
十
六
条
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、

第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
相
対
濃
度
指
示
方
法
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
質
量
濃
度
変
換
係
数
は
、
同
条
第
三
項
の
測
定
機
器
を
用
い
て
当
該
単
位

作
業
場
所
に
つ
い
て
求
め
た
数
値
又
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
示
す
数
値
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
二
条
の
二

安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と
き
（
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の

二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第

四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉

じ
ん
の
濃
度
の
測
定
（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た

場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
粉

じ
ん
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
粉
じ
ん

の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数
（
二
以
上
に
限
る
。）の
労

働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
間

隔
を
お
い
た
二
以
上
の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方
法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が
行

わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
第
一
号
の
作
業
に
従
事
す

る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
測
定
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法

に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者

に
よ
り
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
較
正
さ
れ
た
測
定
機
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
の
要
件
に
該
当
す
る
分
粒
装
置
を
用
い
る
ろ
過
捕
集
方
法
及
び
重
量
分
析
方
法

二

相
対
濃
度
指
示
方
法
（
一
以
上
の
試
料
空
気
の
採
取
に
お
い
て
前
号
に
掲
げ
る
方
法
を
同
時
に
行
う
こ
と

に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
数
値
又
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
示
す
数
値
を
質
量
濃
度
変
換
係
数
と
し
て
使

用
す
る
場
合
に
限
る
。）

第
二
条
の
三

令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

空
気
中
の
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
の
粉
じ
ん
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
の
測
定
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
回
折
分
析

方
法
又
は
重
量
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
の
二

令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
の
粉
じ
ん
中

の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
の
測
定
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
回
折
分
析
方
法
又
は
重
量
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
気
温
、
湿
度
等
の
測
定
）

（
気
温
、
湿
度
等
の
測
定
）

第
三
条

令
第
二
十
一
条
第
二
号
の
屋
内
作
業
場
（
安
衛
則
第
五
百
八
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
屋
内
作
業
場
に
限

る
。）に
お
け
る
気
温
、
湿
度
及
び
ふ
く
射
熱
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

令
第
二
十
一
条
第
二
号
の
屋
内
作
業
場
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二

号
）
第
五
百
八
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
屋
内
作
業
場
に
限
る
。）に
お
け
る
気
温
、
湿
度
及
び
ふ
く
射
熱
の
測
定

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
騒
音
の
測
定
）

（
騒
音
の
測
定
）

第
四
条

令
第
二
十
一
条
第
三
号
の
屋
内
作
業
場
（
安
衛
則
第
五
百
八
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
屋
内
作
業
場
に
限

る
。）に
お
け
る
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

令
第
二
十
一
条
第
三
号
の
屋
内
作
業
場
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
八
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
屋
内

作
業
場
に
限
る
。）に
お
け
る
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
の
測
定
は
、次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
坑
内
の
作
業
場
に
お
け
る
測
定
）

（
坑
内
の
作
業
場
に
お
け
る
測
定
）

第
五
条

令
第
二
十
一
条
第
四
号
の
坑
内
の
作
業
場
（
安
衛
則
第
五
百
八
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
坑
内
の
作
業
場

に
限
る
。）に
お
け
る
炭
酸
ガ
ス
濃
度
及
び
気
温
の
測
定
は
、次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

令
第
二
十
一
条
第
四
号
の
坑
内
の
作
業
場
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
八
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
坑

内
の
作
業
場
に
限
る
。）に
お
け
る
炭
酸
ガ
ス
濃
度
及
び
気
温
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条

令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
場
（
石
綿
等
（
令
第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
等
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）を
取
り
扱
い
、
又
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
屋
内
作
業
場
、石
綿
分
析
用
試
料
等（
令

第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
製
造
す
る
屋
内
作
業
場
及
び

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。）別
表

第
一
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
屋
内
作
業
場
を
除
く
。）に
お
け
る
特
化
則
第
三
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
令
別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
又
は
同
表
第
二
号
１

か
ら
36
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
同
号
34
の
２
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）の
濃
度
の
測
定
及
び
安
衛
則
第
四
十
二
条
の

六
に
規
定
す
る
と
き
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
と

き
に
限
る
。）に
お
け
る
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

当
該
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方

法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
場
（
石
綿
等
（
令
第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
等
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）を
取
り
扱
い
、
又
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
屋
内
作
業
場
、石
綿
分
析
用
試
料
等（
令

第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
製
造
す
る
屋
内
作
業
場
及
び

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
第
三
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て

「
特
化
則
」と
い
う
。）別
表
第
一
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、又
は
取
り
扱
う
屋
内
作
業
場
を
除
く
。）

に
お
け
る
空
気
中
の
令
別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
又
は
同
表
第
二
号
１
か
ら
36
ま
で
に
掲

げ
る
物
（
同
号
34
の
２
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）の
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採

取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
物
又
は
令
別
表
第
三
第
二
号
３
の
３
、
18
の
３
、
18

の
４
、
19
の
２
、
19
の
３
、
22
の
３
若
し
く
は
33
の
２
（
前
項
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又
は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限

る
。）に
つ
い
て
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果
の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、

そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し
た
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、

当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
」
と
い
う
。）の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
特
化
則
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
化
学
物

質
の
濃
度
の
測
定
は
、
検
知
管
方
式
に
よ
る
測
定
機
器
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
測
定
機
器
を

用
い
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
一
以
上
の
測
定

点
に
お
い
て
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
を
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
物
又
は
令
別
表
第
三
第
二
号
３
の
３
、
18
の
３
、
18

の
４
、
19
の
２
、
19
の
３
、
22
の
３
若
し
く
は
33
の
２
（
前
項
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又
は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限

る
。）に
つ
い
て
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果
の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、

そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し
た
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、

当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
」
と
い
う
。）の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
は
、
検
知
管
方
式
に

よ
る
測
定
機
器
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
測
定
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
一
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
を

同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

４
〜
９

（
略
）

４
〜
９

（
略
）

第
十
条
の
二

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と
き

（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
特
化

則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
令
別
表
第
三
第

一
号
３
若
し
く
は
６
又
は
同
表
第
二
号
１
、
２
、
５
か
ら
７
ま
で
、
８
の
２
か
ら
11
ま
で
、
13
、
13
の
２
、
15

か
ら
18
ま
で
、
19
、
19
の
４
か
ら
22
ま
で
、
23
か
ら
23
の
３
ま
で
、
25
、
27
、
27
の
２
、
30
、
31
の
２
、
33
、

34
の
３
若
し
く
は
36
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象
特
化
物
」

と
い
う
。）の
濃
度
の
測
定
（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の

三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第

五
項
柱
書
」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ

る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第

五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
第
十
条
の
二
第
一
項
の
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象
特
化
物
の

濃
度
の
測
定
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）」と
、

同
項
第
一
号
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三

の
二
第
四
項
柱
書
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
二
号
中
「
粉
じ
ん
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
等
対
象
特
化
物
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）
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２

特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象
特
化
物
の
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採

取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条
の
三

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
三
号
に
定
め
る
と
き
に
お
け
る
特

化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と

き
（
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る

の
は
「
第
三
号
に
定
め
る
と
き
」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
（
同
条
第
四

項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項

又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
粉
じ
ん
則
第

二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
」
と
あ
る
の
は
「
特

化
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
二
号
中
「
粉
じ
ん

の
」
と
あ
る
の
は
「
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
測
定
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
の
要
件
に
該
当
す
る
分
粒
装
置
を
用
い
る
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能

を
有
す
る
試
料
採
取
方
法

二

吸
光
光
度
分
析
方
法
若
し
く
は
原
子
吸
光
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方

法
（
石
綿
の
濃
度
の
測
定
）

（
石
綿
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
二

（
略
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
一
条

令
第
二
十
一
条
第
八
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。）第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
及
び

安
衛
則
第
四
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
と
き
（
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第

三
項
に
規
定
す
る
と
き
に
限
る
。）に
お
け
る
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
当
該
濃
度
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取

方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若
し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又
は
こ

れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

令
第
二
十
一
条
第
八
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若

し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
一
条
の
二

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と

き
（
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
鉛
則

第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定

（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
あ
る
の

は
「
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第

四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉

（
新
設
）
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じ
ん
」
と
あ
る
の
は
「
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

空
気
中
の
鉛
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
」
と
あ
る
の
は
「
鉛
則

第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
二
号
中
「
粉
じ
ん
の
」
と
あ
る
の
は
「
鉛
の
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
吸
光
光
度

分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若
し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
）

（
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
三
条

令
第
二
十
一
条
第
十
号
の
屋
内
作
業
場
（
同
条
第
七
号
の
作
業
場
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
の
作

業
場
に
限
る
。）を
含
む
。）に
お
け
る
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以

下
「
有
機
則
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四

十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
化
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
特
別
有

機
溶
剤
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
特
別
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）を
含
む
。）の
濃
度
の
測
定
及
び
安

衛
則
第
四
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
と
き
（
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第

三
項
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
と
き
に
限
る
。）に
お
け
る

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
三
項
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
当
該
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
二
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、

別
表
第
一
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

令
第
二
十
一
条
第
十
号
の
屋
内
作
業
場
（
同
条
第
七
号
の
作
業
場
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
の
作

業
場
に
限
る
。）を
含
む
。）に
お
け
る
空
気
中
の
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
有

機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

令
第
三
十
六
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
有
機
則
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を

行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
化
則
第
二
条
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
特
別
有
機
溶
剤
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
別
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）を
含
む
。）の
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
二
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
別

表
第
一
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
特
別
有

機
溶
剤
（
令
別
表
第
三
第
二
号
３
の
３
、
18
の
３
、
18
の
４
、
19
の
２
、
19
の
３
、
22
の
３
又
は
33
の
２
に
掲

げ
る
物
に
あ
つ
て
は
、
前
項
各
号
又
は
第
十
条
第
二
項
第
五
号
、
第
七
号
若
し
く
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
に
掲
げ
る
物
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又
は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
み
、
令
別
表
第
六
の
二
第
二
号
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
七
号
、
第
二
十

号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
四
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
号
、
第
四
十
二
号
、
第
四

十
四
号
、
第
四
十
五
号
及
び
第
四
十
七
号
に
掲
げ
る
物
に
あ
つ
て
は
、前
項
各
号
又
は
第
十
条
第
二
項
第
五
号
、

第
七
号
若
し
く
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又

は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
有
機
則
第
二
十

八
条
の
二
第
一
項
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果

の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、
第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し

た
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
有
機
則
第
二
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
有
機
溶
剤
の
濃
度
の
測
定
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の

五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
も
の
に
限
る
。）は
、
検
知
管
方
式

に
よ
る
測
定
機
器
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
測
定
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
一
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
第
一
項
に
掲
げ
る
方

法
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
第
十
条
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
）
を
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
特
別
有

機
溶
剤
（
令
別
表
第
三
第
二
号
３
の
３
、
18
の
３
、
18
の
４
、
19
の
２
、
19
の
３
、
22
の
３
又
は
33
の
２
に
掲

げ
る
物
に
あ
つ
て
は
、
前
項
各
号
又
は
第
十
条
第
二
項
第
五
号
、
第
七
号
若
し
く
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
に
掲
げ
る
物
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又
は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
み
、
令
別
表
第
六
の
二
第
二
号
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
七
号
、
第
二
十

号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
四
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
号
、
第
四
十
二
号
、
第
四

十
四
号
、
第
四
十
五
号
及
び
第
四
十
七
号
に
掲
げ
る
物
に
あ
つ
て
は
、前
項
各
号
又
は
第
十
条
第
二
項
第
五
号
、

第
七
号
若
し
く
は
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
主
成
分
と
す
る
混
合
物
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又

は
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
有
機
則
第
二
十

八
条
の
二
第
一
項
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果

の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、
第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し

た
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
有
機
溶
剤
の

濃
度
の
測
定
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十

八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
も
の
に
限
る
。）は
、
検
知
管
方
式
に
よ
る
測
定
機
器
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
性
能
を
有
す
る
測
定
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
単
位
作

業
場
所
に
お
け
る
一
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
第
十

条
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
）
を
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）
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第
十
四
条

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と
き（
有

機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同

条
第
五
項
第
一
号
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の

有
機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又

は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
別
有
機
溶
剤
を
含
む
。）の
濃
度
の

測
定
（
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱

書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
あ
る
の
は
「
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
（
特
化

則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第

一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
」

と
あ
る
の
は
「
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
（
特
化
則
第
三
十
六

条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
有
機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

測
定
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
別
有
機
溶
剤
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
項
第
一

号
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
」
と
あ
る
の
は
「
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四

項
柱
書
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
二
号
中
「
粉
じ
ん
の
」
と
あ
る
の
は
「
有
機
溶
剤
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
測
定
は
、
別
表
第
二
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
一
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採

取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
五
条

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
（
空
気
中
の
安
衛
則
第
十

二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
対
象
物
」
と
い
う
。）の
濃
度
の
測
定
（
屋
内
作
業
場
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。）は
、
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
作
業
に

従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対

象
物
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
内
容
、
当
該
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
対
象
物
に
つ
い
て
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
物
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
濃
度
の
基
準
（
令
和
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
七
号
）

に
お
い
て
濃
度
の
基
準
（
以
下
「
濃
度
基
準
値
」
と
い
う
。）が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
別
（
濃
度
基
準

値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
濃
度
基
準
値
の
種
類
）
等
に
応
じ
て
適
切
に
選
定
し
た
適

切
な
数
の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
及
び
回
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
作
業
環
境
、
当

該
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
に
つ
い
て
濃
度
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
別
（
濃
度
基
準
値

が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
濃
度
基
準
値
の
種
類
）
等
に
応
じ
た
、
労
働
者
が
第
一
号
の

作
業
に
従
事
す
る
時
間
の
う
ち
適
切
な
時
間
及
び
適
切
な
回
数
と
す
る
こ
と
。

四

測
定
頻
度
に
つ
い
て
は
、
測
定
さ
れ
た
濃
度
等
に
応
じ
、
適
切
な
頻
度
と
す
る
こ
と
。
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２

前
項
の
測
定
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
う
ち
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
技
術

上
の
指
針
の
う
ち
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
技
術
上
の
指
針
」

と
い
う
。）に
お
い
て
試
料
採
取
方
法
及
び
分
析
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
技
術
上
の
指
針

に
お
い
て
定
め
る
試
料
採
取
方
法
、
分
析
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
性
質
に
応
じ
た
適
切
な
試
料
採
取
方
法
及
び
分
析

方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
一
（
第
十
条
、
第
十
条
の
二
関
係
）

別
表
第
一
（
第
十
条
関
係
）

（
表
略
）

（
表
略
）

別
表
第
二
（
第
十
三
条
、
第
十
四
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
十
三
条
関
係
）

（
表
略
）

（
表
略
）

（
作
業
環
境
評
価
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

作
業
環
境
評
価
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
測
定
結
果
の
評
価
）

（
測
定
結
果
の
評
価
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
作
業
環
境
測
定
の
結
果
の
評
価
は
、単
位
作
業
場
所（
作

業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
位
作

業
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
管
理
区
分
か
ら
第
三
管
理
区
分
ま
で
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
作
業
環
境
測
定
の
結
果
の
評
価
は
、単
位
作
業
場
所（
作

業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
位
作

業
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
管
理
区
分
か
ら
第
三
管
理
区
分
ま
で
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

一

Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作

業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
み
を
行
つ
た
場
合

一

Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作

業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
み
を
行
つ
た
場
合

（
表
略
）

（
表
略
）

二

Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作

業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
つ
た
場
合

二

Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作

業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
つ
た
場
合

（
表
略
）

（
表
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

第
四
条

前
二
条
の
規
定
は
、
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定

に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）を
い
う
。）及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り

行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）を
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
Ａ
測
定
（
作
業
環

境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十

条
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環

第
四
条

前
二
条
の
規
定
は
、
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定

に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）を
い
う
。）及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り

行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）を
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
Ａ
測
定
（
作
業
環

境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十

条
第
四
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
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境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、

第
十
条
の
四
第
二
項
、第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六

号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、「
Ｂ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
測
定
の
測
定
値
」

と
、「（
二
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同
じ
。）」

と
あ
る
の
は「（
二
人
以
上
の
者
に
対
し
て
Ｄ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同

じ
。）」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
測
定
点
が
あ
る
単
位
作
業
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
測
定
値
が
あ
る

単
位
作
業
場
所
」
と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
測
定
点
に
お
け
る
測
定
値
」
と
あ
る
の
は

「
測
定
値
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
測
定
点
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
測
定
値
ご
と
に
」
と
、
前
条
中

「lo
g
E
A
１

」
と
あ
る
の
は
「lo

g
E
C
１

」
と
、「lo

g
E
A
２

」
と
あ
る
の
は
「lo

g
E
C
２

」
と
、「
EA１
」
と
あ
る
の
は

「
EC１
」
と
、「
EA２
」
と
あ
る
の
は
「
EC２
」
と
、「
Ａ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
の
測
定
値
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、

第
十
条
の
二
第
二
項
、第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六

号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、「
Ｂ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
測
定
の
測
定
値
」

と
、「（
二
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同
じ
。）」

と
あ
る
の
は「（
二
人
以
上
の
者
に
対
し
て
Ｄ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同

じ
。）」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
測
定
点
が
あ
る
単
位
作
業
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
測
定
値
が
あ
る

単
位
作
業
場
所
」
と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
測
定
点
に
お
け
る
測
定
値
」
と
あ
る
の
は

「
測
定
値
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
測
定
点
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
測
定
値
ご
と
に
」
と
、
前
条
中

「lo
g
E
A
１

」
と
あ
る
の
は
「lo

g
E
C
１

」
と
、「lo

g
E
A
２

」
と
あ
る
の
は
「lo

g
E
C
２

」
と
、「
EA１
」
と
あ
る
の
は

「
EC１
」
と
、「
EA２
」
と
あ
る
の
は
「
EC２
」
と
、「
Ａ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
の
測
定
値
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の
実
施
方
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の
実
施
方
法
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

該
当
科
目
（
以
下
単
に
「
該
当
科
目
」
と
い
う
。）は
、次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

該
当
科
目
（
以
下
単
に
「
該
当
科
目
」
と
い
う
。）は
、次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

該
当
科
目
が
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ

い
て
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
履
修
方
法
に
よ
り
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

一

該
当
科
目
が
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ

い
て
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
履
修
方
法
に
よ
り
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

科
目

範
囲

履
修
方
法

時
間

科
目

範
囲

履
修
方
法

時
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

作
業
環
境
に
つ

い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン

プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及

び
粉
じ
ん
の
性
質

単
位
作
業
場
所
（
作
業

環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告

示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
単
位
作
業
場
所
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）、
測
定
点
及
び
試
料
採
取
時
間
の
設
定

方
法

個
人
ば
く
露
測
定
（
作
業
環
境
測
定

法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
個
人
ば
く
露

測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
対
象
と
な
る

労
働
者
及
び
試
料
採
取
時
間
の
設
定
方
法

（
略
）

（
略
）

作
業
環
境
に
つ

い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン

プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及

び
粉
じ
ん
の
性
質

単
位
作
業
場
所
（
作
業

環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告

示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
単
位
作
業
場
所
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）、
測
定
点
及
び
試
料
採
取
時
間
の
設
定

方
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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単
位
作
業
場
所
及
び
測
定
点
の
設
定

個
人

ば
く
露
測
定
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
設
定

（
略
）

（
略
）

単
位
作
業
場
所
及
び
測
定
点
の
設
定

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
の
一
部
改
正
）

第
五
条

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
の
選
択
方
法
等

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法

等

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

第
一
条

削
除

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下「
特
化
則
」と
い
う
。）

第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
（
次
号
及
び

第
三
号
に
お
い
て
「
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
」
と
い
う
。）に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料

採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、

当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ

れ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
均
等
ば
く

露
作
業
」
と
い
う
。）ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数（
二
以
上
に
限
る
。）の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。

た
だ
し
、
均
等
ば
く
露
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
間
隔
を
お
い
た
二
以
上

の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方
法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業

に
従
事
す
る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

四

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
こ
と
。

イ

作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
の
要
件
に
該
当
す

る
分
粒
装
置
を
用
い
る
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法

ロ

吸
光
光
度
分
析
方
法
若
し
く
は
原
子
吸
光
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析

方
法

（
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
）

（
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
）

第
二
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下「
特
化
則
」と
い
う
。）

第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
七
項
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
は
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
に
係
る
要
求
防
護
係
数

を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
七
項
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
は
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
に
係
る

要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

前
項
の
要
求
防
護
係
数
は
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
要
求
防
護
係
数
は
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

P
F
r ＝
Ｃ005

P
F
r ＝
Ｃ005

こ
の
式
に
お
い
て
、
PFr
及
び
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
PFr
及
び
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

PFr

（
略
）

PFr

（
略
）

Ｃ

特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
測
定
に
お
け
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
中
の
マ
ン
ガ
ン
の
濃
度

の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
も
の
（
単
位
ミ
リ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ

前
条
の
測
定
に
お
け
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
中
の
マ
ン
ガ
ン
の
濃
度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
も
の

（
単
位
ミ
リ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
）

３

（
略
）

３

（
略
）



（
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
係
る
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条

第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
係
る
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
有
機
溶
剤
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

（
有
機
溶
剤
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

第
一
条

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
有
機
則
」
と
い
う
。）第

二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以

下
「
特
化
則
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）第
一
号
ロ
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
方
法
（
作
業
環
境

測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
。
以
下
「
測
定
基
準
」
と
い
う
。）第
十
条
第
五
項
各
号

に
定
め
る
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
。

第
一
条

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
有
機
則
」
と
い
う
。）第

二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以

下
「
特
化
則
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）第
一
号
の
規
定

に
よ
る
測
定
は
、
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
。
以
下
「
測
定
基
準
」
と

い
う
。）
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
方
法

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
有
機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十

八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
化
則
第
二
条
第
一
項
第
三

号
の
二
に
規
定
す
る
特
別
有
機
溶
剤
（
次
項
に
お
い
て
「
特
別
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
に
規
定
す
る
第
三
管
理
区
分
に
区
分

さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ

り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気

中
の
有
機
溶
剤
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
有
機
溶

剤
の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数
（
二
以
上
に
限
る
。）の

労
働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の

間
隔
を
お
い
た
二
以
上
の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方
法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が

行
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
第
一
号
の
作
業
に
従
事
す

る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
有
機
溶
剤
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十

八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
化
則
第
二
条
第
一
項
第
三

号
の
二
に
規
定
す
る
特
別
有
機
溶
剤
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
有
機
溶
剤
」
と
い
う
。）を
含
む
。
以
下

同
じ
。）の
濃
度
の
測
定
は
、
測
定
基
準
別
表
第
二
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
っ
て
は
、
測
定
基
準
別
表
第
一
）
の

上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有

す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
は
、
測
定
基
準
別
表
第
二
（
特
別
有
機
溶
剤
に
あ
っ
て
は
、
測
定
基

準
別
表
第
一
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
条

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具

（
第
六
項
に
お
い
て
単
に
「
呼
吸
用
保
護
具
」
と
い
う
。）は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
（
第
六
項
に
お
い
て
単
に

「
呼
吸
用
保
護
具
」
と
い
う
。）は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
有
機
溶
剤
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

３

前
項
の
有
機
溶
剤
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

測
定
基
準
第
十
四
条
第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
有
機

溶
剤
の
濃
度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

三

前
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
有
機
溶
剤
の
濃
度
の

測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

４
〜
７

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

第
四
条

鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。）第
五
十
二
条

の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
お
い

て
用
い
ら
れ
る
方
法
と
す
る
。

第
四
条

鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。）第
五
十
二
条

の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
は
、
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
鉛
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
に
規
定
す
る
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ

れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り

行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中

の
鉛
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
鉛
の
量

が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数
（
二
以
上
に
限
る
。）の
労
働
者

に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
間
隔
を

お
い
た
二
以
上
の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方
法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が
行
わ
れ

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
第
一
号
の
作
業
に
従
事
す

る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
鉛
の
濃
度
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有

す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若
し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分

析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料

採
取
方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若
し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又

は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具

は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回

る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

３

前
項
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

測
定
基
準
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る

鉛
の
濃
度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

三

前
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
鉛
の
濃
度
の
測
定
値

の
う
ち
最
大
の
値

４

（
略
）

４

（
略
）

（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

第
七
条

特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

第
七
条

特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
次
号
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。）別

表
第
三
第
一
号
３
若
し
く
は
６
又
は
同
表
第
二
号
１
、
２
、
５
か
ら
７
ま
で
、
８
の
２
か
ら
11
ま
で
、
13
、

13
の
２
、
15
か
ら
18
ま
で
、
19
、
19
の
４
か
ら
22
ま
で
、
23
か
ら
23
の
３
ま
で
、
25
、
27
、
27
の
２
、
30
、

31
の
２
、
33
、
34
の
３
若
し
く
は
36
に
掲
げ
る
物
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象

特
化
物
」
と
い
う
。）の
濃
度
の
測
定

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
方
法

一

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
次
号
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。）別

表
第
三
第
一
号
３
若
し
く
は
６
又
は
同
表
第
二
号
１
、
２
、
５
か
ら
７
ま
で
、
８
の
２
か
ら
11
ま
で
、
13
、

13
の
２
、
15
か
ら
18
ま
で
、
19
、
19
の
４
か
ら
22
ま
で
、
23
か
ら
23
の
３
ま
で
、
25
、
27
、
27
の
２
、
30
、

31
の
２
、
33
、
34
の
３
若
し
く
は
36
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法

対
象
特
化
物
」
と
い
う
。）の
濃
度
の
測
定

測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
方
法
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二

令
別
表
第
三
第
一
号
３
、
６
若
し
く
は
７
に
掲
げ
る
物
又
は
同
表
第
二
号
１
か
ら
３
ま
で
、
３
の
３
か
ら

７
ま
で
、
８
の
２
か
ら
11
の
２
ま
で
、
13
か
ら
25
ま
で
、
27
か
ら
31
の
２
ま
で
若
し
く
は
33
か
ら
36
ま
で
に

掲
げ
る
物
（
以
下
「
特
定
化
学
物
質
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象
特
化
物

以
外
の
も
の
の
濃
度
の
測
定

測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
測
定
基
準
第
二

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
方
法

二

令
別
表
第
三
第
一
号
３
、
６
若
し
く
は
７
に
掲
げ
る
物
又
は
同
表
第
二
号
１
か
ら
３
ま
で
、
３
の
３
か
ら

７
ま
で
、
８
の
２
か
ら
11
の
２
ま
で
、
13
か
ら
25
ま
で
、
27
か
ら
31
の
２
ま
で
若
し
く
は
33
か
ら
36
ま
で
に

掲
げ
る
物
（
以
下
第
八
条
に
お
い
て
「
特
定
化
学
物
質
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
物
以
外
の

も
の
の
濃
度
の
測
定

測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
測
定
基
準
第
二
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
方
法

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
対
象
特
化
物
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
に
規
定
す
る
第
三
管
理
区
分
に
区
分

さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ

り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気

中
の
特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
対
象
特
化
物
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
特
定
個

人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
対
象
特
化
物
の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適

切
な
数
（
二
以
上
に
限
る
。）の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働

者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
間
隔
を
お
い
た
二
以
上
の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方

法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
第
一
号
の
作
業
に
従
事
す

る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
は
、
測
定
基
準
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る

物
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す

る
試
料
採
取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
は
、
測
定
基
準
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
八
条

特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具

（
第
五
項
に
お
い
て
単
に
「
呼
吸
用
保
護
具
」
と
い
う
。）は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
（
第
五
項
に
お
い
て
単
に

「
呼
吸
用
保
護
具
」
と
い
う
。）は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

３

前
項
の
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

測
定
基
準
第
十
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
特

定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

三

前
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
特
定
化
学
物
質
の
濃

度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

（
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
）

第
十
条

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。）第
二

十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

第
十
条

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。）第
二

十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

粉
じ
ん
（
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
が
極
め
て
高
い
も
の
を
除
く
。）の
濃
度
の
測
定

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
方
法

一

粉
じ
ん
（
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
が
極
め
て
高
い
も
の
を
除
く
。）の
濃
度
の
測
定

測
定
基
準
第
二
条
第

四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
方
法

二

（
略
）

二

（
略
）

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
に
規
定
す
る
第
三
管
理
区
分
に
区

分
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に

よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空

気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
の
装
着
は
、
同
号
の
作
業
の
う
ち
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
粉
じ
ん

の
量
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数
（
二
以
上
に
限
る
。）の
労

働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
一
の
労
働
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
間

隔
を
お
い
た
二
以
上
の
作
業
日
に
お
い
て
試
料
採
取
機
器
を
装
着
す
る
方
法
に
よ
り
試
料
空
気
の
採
取
が
行

わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

試
料
空
気
の
採
取
の
時
間
は
、
当
該
採
取
を
行
う
作
業
日
ご
と
に
、
労
働
者
が
第
一
号
の
作
業
に
従
事
す

る
全
時
間
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
較
正
さ
れ
た
測
定
機

器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
較
正
を
受
け
た
測
定
機
器
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
の
う
ち
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
の
粉
じ
ん
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有

率
の
測
定
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
回
折
分
析
方
法
又
は
重
量
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
測
定
の
う
ち
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
の
粉
じ
ん
中
の
遊
離
け

い
酸
の
含
有
率
の
測
定
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
回
折
分
析
方
法
又
は
重
量
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保

護
具
は
、
要
求
防
護
係
数
を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
は
、
要
求
防
護
係
数

を
上
回
る
指
定
防
護
係
数
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

３

前
項
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
得
ら
れ
た
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

測
定
基
準
第
二
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
粉

じ
ん
の
濃
度
の
測
定
値
の
う
ち
最
大
の
値

三

前
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
を
行
っ
た
場
合

当
該
測
定
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測

定
値
の
う
ち
最
大
の
値

４

（
略
）

４

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
規
程
の
廃
止
）

第
七
条

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
規
程
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

（
適
用
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
及
び
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
条
の
適
用
の
際
現
に
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
六
号
。
次
条
に
お
い
て

「
整
備
省
令
」
と
い
う
。）第
十
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
規
程
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
、
当
該
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
講
習
機
関
（
整
備
省
令
附
則
第
八
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
を
含
む
。
以
下
「
登
録
講
習
機
関
」
と
い
う
。）が
、
整
備
省
令
附
則

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
十
月
一
日
前
に
、
整
備
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
六
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
デ
ザ
イ
ン

及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る
科
目
（
以
下
「
新
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
」
と
い
う
。）を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
士
規
程
第
三
条
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

登
録
講
習
機
関
が
、
令
和
八
年
十
月
一
日
前
に
作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
に
規
定
す
る
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
新
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
実
施
す
る
場
合
（
前
条
に
規
定
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
は
、
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
士
規
程
第
三
条
第
一
項
の
表
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実
務
の
う
ち
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
も
の
の
項
中
「
呼
吸
用
保
護
具
の
選
択
」
と
あ
る
の
は
「
呼
吸

用
保
護
具
の
選
択

労
働
安
全
衛
生
法
、
作
業
環
境
測
定
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
）、
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）、
有
機
溶

剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）、
規
則
及
び
粉
じ
ん
障
害
防
止

規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
中
の
関
係
条
項
並
び
に
関
係
告
示
等
中
の
関
係
条
項
」
と
、「
八
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
九
時
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

こ
の
告
示
の
適
用
の
際
現
に
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
の
登
録
を
受
け
て
い
る
同
条
に
規
定
す
る
大
学
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
九
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の
実
施
方
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。





公 告

製 造 た ば こ の 品 目
製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

かぎたばこ ルーシー ・ミント ・ツードット 50ｇ プラスチックケース インドネシア 450円

・アップルアイス

・マンゴー

葉巻たばこ ジェットスター・ギガメンソール ・フローズンブルー 83㎜ 20本 500円

・クールグリーン

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項

製 造 た ば こ 小 売 定 価 公 告

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月14日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき






ロッキーパテル ダークスター ショートスター 102㎜ １本 ホンジュラス 2400円

エメラルド ロブスト 140㎜ １本 ニカラグア 2700円

トロ 165㎜ １本 3000円

シクスティ 152㎜ １本 3300円

カマーチョ リミテッドエディション 2026 155㎜ １本 ホンジュラス 5500円

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

紙巻たばこ YYHusky Eye Super Slim ＦＳＫ 20本
ハードパック

フィリピン 750円

葉巻たばこ マストロ トルナブォーニ ロング リゼルヴァ 155㎜ １本 イタリア 1800円

トルナブォーニ コスパイア 2000円

オルチョーロ 3400円

スピンガルダ ダンギアリ 125㎜ １本 3800円

チッティーノ 75㎜ １本 1200円

リナシメント 155㎜ １本 2800円

メッツォ ナツィオナーレ 80㎜ １本 600円

ナツィオナーレ 160㎜ １本 1200円

ノヴェチェント

メッツォ ノヴェチェント 80㎜ １本 600円

ルストロ 160㎜ １本 1300円

アルカーノ 1350円

ボルボーニコ 1250円

ガランテ 80㎜ １本 950円

アマルコルド 750円

ロッキーパテル ヴィンテージ1990 ハーフコロナ 89㎜ １本 ホンジュラス 1150円

ヴィンテージ1999

グランリゼルヴァ 1250円

トルナブォーニ レヴァンテ 80㎜ １本 イタリア 600円

ゼフィーロ 650円

イル・カッチャトーレ

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月22日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき






製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

パイプたばこ KISMET BLACK VIOLET 200ｇ 箱 ドイツ 9500円

VERITAS

BLACK FLOWERS

HAZELNUT

FORREST

COFFEE CARDAMOM

BLACK VANILLA

BISQUIT

APPLE

ROSE

SANDALWOOD

JASMINE

HIBISCUS

LEMONADE

TEA

LAVENDER

GINGER

PEACH BLOSSOM

BLACK CANE

PERFUME

ORIENTTEE AL KASHMIR EDITION

BLACK PAAN

LEMON‑ROSE

ELIXIR

BLACKMAJESTY

ELYSIUM

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月24日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき





葉巻たばこ Casdagli Cigars Villa Casdagli Salomone, Limited 185㎜ １本 コスタリカ 6500円

Cabinet Selection Ristretto 100㎜ １本 ドミニカ共和国 2500円

Smoking Jacket Mini Henkie

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 現行小売定価 変更小売定価 変更実施

年 月 日製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

紙巻たばこ フィリップモリス ・１・100ｓボックス ＦＳＫ 20本
ハードパック

セルビア
リトアニア
トルコ
スイス

450円 470円 8. 9. 1

・３ ・ＫＳボックス ＦＫ 20本
ハードパック

セルビア
スイス
トルコ

・６ セルビア
インドネシア

・10 セルビア
インドネシア
トルコ
チェコ

・14 セルビア
インドネシア
トルコ

・メンソール ・１・100ｓボックス ＦＳＫ 20本
ハードパック

セルビア

・５ ・ＫＳボック
ス

ＦＫ 20本
ハードパック

セルビア
インドネシア

・８

・パープル・５・ＫＳボックス

バージニア・エス ・ロゼ・メンソール ＦＳＫ 20本
ハードパック

セルビア
リトアニア
インドネシア
大韓民国

570円 590円

・ソフィア １

６

パーラメント ＫＳボックス ＦＫ 20本
ハードパック

セルビア
スイス
チェコ

580円 600円

・ライトＫＳボックス

100ボックス ＦＳＫ 20本
ハードパック

セルビア
リトアニア
スイス

620円 640円

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第２項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月28日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき






・エクストラ・ライト 100ボックス セルビア
リトアニア

・ライト セルビア
リトアニア
スイス

・ワン セルビア
リトアニア

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

葉巻たばこ Oliva Serie V 554 Melanio LE 2025 127㎜ １本 ニカラグア 3960円

RIGOLETTOⅡ 110㎜ １本 2000円

CAPITOL ART DECO 2025 146㎜ １本 ドミニカ共和国 3300円

ベガフィナ ・1998 ワンダーズ コレクション 2025 177㎜ １本 2860円

・1998 トラベル ヒュミドール 2025 135㎜ 12本 33000円

・ニカラグア 10 ＡＮＩＶ． グラン レゼルバ 2024 168㎜ １本 2860円

ディプロマティコス・カンシジェレス 130㎜ １本 キューバ 5500円

ホヨー・ドゥ・モントレー・サン ルイス 160㎜ １本 9900円

モンテクリスト・ヘレデロス ＨＳ／ＬＣＤＨ 162㎜ １本 16500円

パンチ・プリンセサス ＬＥ 2025 135㎜ １本 17600円

ロメオ・Ｙ・ジュリエッタ ・アマンテス 153㎜ １本 19030円

・ショート チャーチル レゼルバ コセチャ 2019 124㎜ １本 34100円

トリニダッド ・フンダドレス 55 ＡＮＩＶ．ＳＴＤ 192㎜ １本 169400円

・コルセル イヤー オブ ザ ホース 2026 135㎜ １本 33000円

ビリガー・エクスポート 25’ ｓ・ボックス 101㎜ 25本
ハードパック

スイス 6650円

モントーサ ・ロブスト ・アマリロ 125㎜ １本 ドミニカ共和国 1200円

・チャーチル 170㎜ １本 1300円

パイプたばこ Bang Bang Double Apple Special 500ｇ 箱 アラブ首長国連邦 1780円

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月29日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき






製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

葉巻たばこ EGM ペティエンカントス 130㎜ １本 ドミニカ共和国 2550円

ディアデマス 233㎜ １本 7400円

エンピリアン ヘラルドス 130㎜ １本 9800円

パライソス 170㎜ １本 10800円

プラクセデス 145㎜ １本 11600円

ニンファス 178㎜ １本 2800円

マドゥロ リオス 153㎜ １本 4900円

フロリドス 140㎜ １本 5400円

マキシモス 132㎜ １本 5700円

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年７月30日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日 財務大臣 片山さつき

破産手続開始






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結及び免責許可決定






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

免責許可決定






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






〇 〇

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

(
分
冊
の

)






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






 対象経路
次表の、及びに掲げる区間を連続して通行する経路

  

イ 第二東海自動車道横浜名古
屋線の名古屋南ＩＣ、近畿
自動車道名古屋亀山線の名
古屋西ＩＣ又は近畿自動車
道名古屋神戸線の飛島ＩＣ

名古屋環状２号線 中央自動車道西宮線の一宮
ＩＣ及び愛知県道高速清須
一宮線、中央自動車道西宮
線の小牧ＩＣ及び愛知県道
高速名古屋小牧線又は第一
東海自動車道の名古屋ＩＣ

ロ 第二東海自動車道横浜名古
屋線の名古屋南ＩＣ又は東
海ＩＣ

名古屋高速道路公社が管理する
道路

中央自動車道西宮線の小牧
ＩＣ、一宮ＩＣ又は第一東
海自動車道の名古屋ＩＣ及
び名古屋環状２号線の名古
屋ＩＣから高針ＪＣＴまで
の間

ハ 近畿自動車道名古屋神戸線
の飛島ＩＣ及び名古屋環状
２号線の飛島ジャンクショ
ン（以下、「ＪＣＴ」という）
から名古屋西ＪＣＴまでの
間又は近畿自動車道名古屋
亀山線の名古屋西ＩＣ

名古屋高速道路公社が管理する
道路

中央自動車道西宮線の小牧
ＩＣ、一宮ＩＣ又は第一東
海自動車道の名古屋ＩＣ及
び名古屋環状２号線の名古
屋ＩＣから高針ＪＣＴまで
の間

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

高速道路の料金の額及び徴収期間の変更公告
中日本高速道路株式会社公告第 20 号
中日本高速道路株式会社が令和８年１月30日に公告しました「高速道路の料金の額及び徴収期間の
公告」（以下「料金公告」という。）１．ロに基づく特定更新等工事、集中工事等に伴う料金調整と
して、下記のとおり実施しますので、道路整備特別措置法（昭和31年法律第７号）第25条第１項の規
定に基づき、公告します。
令和８年８月 21 日 中日本高速道路株式会社

代表取締役社長 縄田 正

１．名神集中工事に伴う料金調整
 料金の調整を行う自動車
工事に伴う車線規制実施中、迂回を目的として、のイからハに掲げるいずれかの経路を連続
して通行するＥＴＣ車。
 料金調整額等
に定める自動車が迂回走行せず連続して走行した場合の料金と同額とする。ただし、料金調
整前の料金の額が料金調整後の料金の額を上回る場合に限る。
 実施期間
令和８年８月22日から令和８年９月12日まで。

 割引相互間の適用関係
１）深夜割引（マイレージ登録）、深夜割引（コーポレート契約）、深夜割引（マイレージ登録）
経過措置又は深夜割引（コーポレート契約）経過措置（以下、「新深夜割引」という。）との重複
適用関係
本料金調整を実施後の料金の額に対して新深夜割引を適用する。

２）新深夜割引を除く割引との重複適用関係
各種割引を適用した料金の額に対して本料金調整を実施する。

２．名神集中工事に伴う料金調整
 料金の調整を行う自動車
工事に伴う車線規制実施中、一般道への迂回を目的として、に掲げる指定ＩＣ１から流出し、
指定ＩＣ２から再流入し、順方向に走行するＥＴＣ車。
 料金調整額等
に定める自動車が一般道を迂回走行せず連続して走行した場合の料金と同額とする。ただし、
料金調整前の料金の額が料金調整後の料金の額を上回る場合に限る。
 実施期間
令和８年８月22日から令和８年９月12日まで。

独立行政法人都市再生機構公告
独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部公
告第６号
東京都市計画事業愛宕地区第一種市街地再開発
事業の権利変換計画の変更の認可について、都市
再開発法（昭和44年法律第38号）第86条第１項の
規定に基づき、下記のとおり公告する。
令和８年８月 21 日

独立行政法人都市再生機構
東日本都市再生本部
本部長 松村 秀弦

記
１ 第一種市街地再開発事業の名称
東京都市計画事業愛宕地区第一種市街地再開
発事業

２ 施行者の名称
独立行政法人都市再生機構

３ 事務所の所在地
東京都中央区八重洲一丁目３番７号

４ 権利変換計画に係る施行地区に含まれる地域
の名称
東京都港区愛宕一丁目の一部

５ 権利変換計画の認可を受けた年月日
令和５年10月12日

６ 権利変換計画の変更の認可を受けた年月日
令和８年７月31日






 対象ＩＣ
・中央自動車道西宮線（上り）の工事に対する対象ＩＣ

指定ＩＣ１ 指定ＩＣ２

中央自動車道西宮線 京都東ＩＣ、大津ＩＣ 北陸自動車道 敦賀ＩＣ、木之本ＩＣ

東海環状自動車道 大安ＩＣ、いなべＩＣ 中央自動車道西宮線 関ヶ原ＩＣ

近畿自動車道名古屋亀山線 桑名ＩＣ、桑名
東ＩＣ

中央自動車道西宮線 大垣ＩＣ

近畿自動車道名古屋亀山線 蟹江ＩＣ 東海北陸自動車道 一宮稲沢北ＩＣ、岐阜各務
原ＩＣ、関ＩＣ

・中央自動車道西宮線（下り）の工事に対する対象ＩＣ

指定ＩＣ１ 指定ＩＣ２

北陸自動車道 敦賀ＩＣ、木之本ＩＣ 中央自動車道西宮線 京都東ＩＣ、大津ＩＣ

中央自動車道西宮線 関ヶ原ＩＣ 東海環状自動車道 大安ＩＣ、いなべＩＣ

中央自動車道西宮線 大垣ＩＣ 近畿自動車道名古屋亀山線 桑名ＩＣ、桑名東
ＩＣ

東海北陸自動車道 一宮稲沢北ＩＣ 近畿自動車道名古屋亀山線 蟹江ＩＣ

・東海北陸自動車道（下り）の工事に対する対象ＩＣ

指定ＩＣ１ 指定ＩＣ２

中央自動車道西宮線 一宮ＩＣ、岐阜羽島Ｉ
Ｃ

東海北陸自動車道 岐阜各務原ＩＣ、関ＩＣ

東海北陸自動車道 一宮西ＩＣ 東海北陸自動車道 岐阜各務原ＩＣ、関ＩＣ

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

 割引相互間の適用関係
１）新深夜割引との重複適用関係
本料金調整を実施後の料金の額に対して新深夜割引を適用する。

２）新深夜割引を除く割引との重複適用関係
各種割引を適用した料金の額に対して本料金調整を実施する。

税理士証票無効公告
令和８年７月29日までに、それぞれの届出が

あった次の税理士証票は、事故発生の日以後は無
効とする。
令和８年７月 29 日 日本税理士会連合会

登録番号 氏 名 税理士証票
交付番号

亡失年月
日

30268 粕谷 幸男 445917 8. 6.10
31112 原田 征久 375970 8. 6.11
41965 矢野 義治 399219 8. 5. 1

66571 山根 敏秀 378638 8. 6.29
88604 進谷 敏一 464052 8. 6.14
91093 武内 勝郎 432945 8. 6.15
95210 沖本 和也 395615 7.10. 1
111097 多和田大紀 464485 8. 6.20
114623 大隈亜由美 372433 8. 4.16
118492 堀 暢夫 328342 8. 2.20
118694 山本 美輝 375497 8. 6.15
123073 神谷 善昌 380040 8. 5.31
125804 佐藤 辰榮 485910 8. 7. 9
132748 越智 裕之 413032 8. 6.29

134452 鵜飼 潤 441264 8. 7.10
134760 水嶋 優介 449700 8. 6.15
148463 門田 哲 510347 8. 3.31
150821 徐 実愛 473573 8. 7. 9
155720 有浦 玄 499485 8. 6.30






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

北
海
道
富
良
野
市
字
山
部
西
十
八
線
二
六
番
地

株
式
会
社
フ
ラ
ノ
プ
レ
ゼ
ン
ツ

代
表
清
算
人

青
木

政
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

北
海
道
夕
張
郡
栗
山
町
桜
丘
一
丁
目
一
九
番
地
八

有
限
会
社
ヴ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

清
算
人

上
坂

知
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

宮
城
県
東
松
島
市
矢
本
字
中
谷
地
八
番
地
一

株
式
会
社
東
松
島
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

岩
東

光
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
清
原
台
一
丁
目
二
〇

二
三

合
同
会
社
Ｄ
ｉ
ｋ
ｍ
ｏ

清
算
人

久
保

和
大

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

群
馬
県
前
橋
市
橳
島
町
六
二
番
地
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
う
ゆ
う

代
表
清
算
人

新
木

壽
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
二
六
〇
番
地

の
一
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ａ
棟
一
〇
二
号
室

合
同
会
社
よ
し
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

清
算
人

熊
田

信
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

埼
玉
県
富
士
見
市
大
字
水
子
六
三
二
〇
番
地
一
一

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
４

代
表
清
算
人

イ
ノ
ウ
エ

ジ
ェ
リ
ル

パ
ヨ
ヨ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
八
街
市
八
街
ろ
二
九
番
八
七

有
限
会
社
イ
ー
ス
ト
・
プ
ロ
ス
パ
ー

清
算
人

日
下
部
博
美

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
市
原
市
郡
本
三
丁
目
一
八
五
番
地

有
限
会
社
ス
ト
ア
ー
お
お
も
り

清
算
人

大
森

和
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
若
松
町
九
四
二
番
地
Ｔ
．

Ｏ
ビ
ル
一
〇
二

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

代
表
清
算
人

岩
井

克
明

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
流
山
市
向
小
金
四
丁
目
五
三
番
地
の
三
〇

怡
咲
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

関
屋

茂
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
柏
市
新
富
町
二
丁
目
八
番
一
二
号

株
式
会
社
東
京
営
業
部

代
表
清
算
人

川
井

清
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
中
延
五
丁
目
一
一
番
四
号
ト
レ

ロ
ー
ザ
三
〇
一

有
限
会
社
中
平
工
芸

清
算
人

中
平

尚
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
府
中
市
北
山
町
二
丁
目
一
三
番
地
三

合
同
会
社
ス
ペ
ー
ス
ト
リ
マ
ス

清
算
人

宗
形

裕
次

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
足
立
区
新
田
二
丁
目
一
八
番
八
号

有
限
会
社
サ
ン
グ
ラ
ム

清
算
人

岩
永

康
一

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

Ｆ
Ｓ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
９
合

同
会
社

清
算
人

赤
津

忠
祐

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

合
同
会
社
伊
東
ソ
ー
ラ
ー
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

清
算
人

赤
津

忠
祐


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解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

合
同
会
社
内
神
田
リ
ー
シ
ン
グ

清
算
人

赤
津

忠
祐

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

特
定
目
的
会
社
青
葉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
清
算
人

豊
野

雅
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階ハ

チ
２
合
同
会
社

清
算
人

長
尾

誠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
板
橋
区
赤
塚
二
丁
目
一
番
一
二
号

株
式
会
社
エ
ム
エ
ッ
ク
ス

代
表
清
算
人

孫

宇

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
七
番
三
号
ベ
ラ
コ
ー
ト
渋

谷
二
〇
三

株
式
会
社
ミ
ラ
エ
コ

代
表
清
算
人

山
本

英
真

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
一
番
一
三
号
芝
エ
ク

セ
レ
ン
ト
ビ
ル
七
階

株
式
会
社
ク
オ
ラ
イ
フ
ド
ッ
ト
コ
ム

代
表
清
算
人

牧
野

清
透

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
板
橋
区
前
野
町
三
丁
目
七
番
六
号
一
〇
四

号
室

乙
一
株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

瑩
煥

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
板
橋
区
南
常
盤
台
一
丁
目
一
一
番
六
号
レ

フ
ア
南
常
盤
台
一
〇
一
号
室

合
同
会
社
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

清
算
人

阿
部

一
洋

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
丁
目
二
八
番
二
一
号

有
限
会
社
ガ
メ
ラ

清
算
人

中
村

町
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
新
川
一
丁
目
一
七
番
二
四
号

一
般
社
団
法
人
Ｔ
ｏ
ｔ
ｓ
ｕ

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ

代
表
清
算
人

矢
作

大

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
新
川
一
丁
目
一
七
番
二
四
号

Ｔ
ｏ
ｔ
ｓ
ｕ

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
合
同
会
社

清
算
人

矢
作

大

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
一

六

三
ザ
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
二
四
Ｆ

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

サ
ー
チ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
渕

和
義

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
下
瀬
谷
一
丁
目
三
七
番

地
五
〇

株
式
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｂ
Ｏ

代
表
清
算
人

濱
田

優
太

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
今
井
町
四
九
五
番
地
一

有
限
会
社
太
平
建
設

清
算
人

斉
藤
太
利
男

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
社
員
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
二
番
地

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
九
Ｆ

一
般
社
団
法
人
企
業
防
衛
リ
ス
ク
管
理
会

代
表
清
算
人

小
塚

直
志

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
三

十
一
日
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

横
浜
市
青
葉
区
市
ケ
尾
町
一
六
四
〇
番
地
二

株
式
会
社
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

代
表
清
算
人

廣
田

悠
児

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
大
和
市
つ
き
み
野
五
丁
目
八
番
つ
き
み

野
ビ
レ
ジ
Ａ
二
〇
二
号ガ

イ
ア
レ
ア
ー
レ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

小
針

雅
人





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
下
溝
二
一
〇
六
番
地
五

株
式
会
社
相
模
林
業

代
表
清
算
人

須
田

郁
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
法
泉
一
丁
目
一
〇
番
一
七
号

有
限
会
社
大
田
電
気
工
業

清
算
人

大
田

弘
幸

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
同
年
八
月
二
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二

一
〇

一
五

三
〇
二
号

一
般
社
団
法
人
セ
ド
ナ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ク
ラ
ブ

代
表
清
算
人

後
藤

澄
枝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

新
潟
県
長
岡
市
東
神
田
二
丁
目
八
番
九
号

株
式
会
社
モ
ル
セ
ラ

清
算
人

菅
原

秀
昭

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

富
山
市
小
泉
町
一
九
九
番
地
の
一

有
限
会
社
陽
南
商
亊

清
算
人

堀
川

昌
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

石
川
県
金
沢
市
城
南
二
丁
目
一
八
番
一
号

有
限
会
社
ビ
ー
エ
ス
宅
建

清
算
人

保
田

弘
子

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

静
岡
県
熱
海
市
泉
二
三
一
番
地

ゆ
が
わ
ら
大
野
屋
株
式
会
社

代
表
清
算
人

藤
森

健
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
南
長
潟
一
五
番
五
号

株
式
会
社
ウ
ス
イ

代
表
清
算
人

臼
井

直
哉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
末
広
町
七
五
番
地
の
三

有
限
会
社
オ
ア
シ
ス

清
算
人

中
橋

一
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

静
岡
県
熱
海
市
西
山
町
四
二
番
一
一
号

株
式
会
社
大
我

代
表
清
算
人

江
原
加
奈
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
二
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
本
公
告
掲

載
の
日
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
豊
明
市
間
米
町
榎
山
九
〇
二
番
地
の
九
九

株
式
会
社
丸
仙
工
研

代
表
清
算
人

伊
佐
治
一
枝

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
中
村
区
二
瀬
町
一
三
三
番
地
の
一

株
式
会
社
製
造
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

代
表
清
算
人

加
藤

大
輝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
春
日
井
市
桃
山
町
二
丁
目
二
五
一
番
地

有
限
会
社
大
功

清
算
人

森

正
勝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
守
山
区
喜
多
山
二
丁
目
四
一
番
一
五
号

ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス
駒
一
〇
六
号

合
同
会
社
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｙ

清
算
人

大
原
由
起
己

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
蒲
郡
市
三
谷
北
通
二
丁
目
五
九
番
地

株
式
会
社
ゼ
ロ

代
表
清
算
人

今
井

寅
貴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

滋
賀
県
大
津
市
大
石
東
四
丁
目
一
番
二
号

有
限
会
社
エ
イ
ブ
ル
制
作
室

清
算
人

井
本

成
明

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
岡
屋
二
〇
三
九
番
地

ラ
イ
ム
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
清
算
人

村
井

安
一





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
付
け
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
白
栖
小
字
長
井
三
二

番
地
の
一

株
式
会
社
和
光
苑

代
表
清
算
人

齊
藤

博
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
淀
川
区
姫
島
二
丁
目
四
番
一
〇
号
パ
ー

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
二
階
Ａ
室

祥
石
合
同
会
社

清
算
人

石

磊

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
茨
木
市
奈
良
町
一
二
番
二
号

一
般
社
団
法
人
丸
二

代
表
清
算
人

野

孝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
区
立
売
堀
四
丁
目
三
番
一
六
号
五
階
五

〇
二
号
室

光
信
株
式
会
社

代
表
清
算
人

黄

建
国

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
二
丁
目
一
番
一
〇
号

Ａ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
Ｏ

ｓ
棟
北
館
四
階

公
益
社
団
法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン

代
表
清
算
人

中
山

貴
博

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一

七

八

一
〇
〇
四

株
式
会
社
丸
和

代
表
清
算
人

趙

怡
宇

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
堺
市
中
区
土
師
町
三
丁
一
番
二
六
号

株
式
会
社
住
建
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

堀
口

敏
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
三
丁
目
四
番
九
号

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
フ

代
表
清
算
人

中
澤

勇
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
交
野
市
私
部
西
五
丁
目
三
番
八
号

有
限
会
社
岡
田
屋

清
算
人

宮
下

京
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
大
正
区
小
林
西
二
丁
目
一
五
番
三
号
春
日

大
正
ビ
ル
二
一
三
号
室

株
式
会
社
輝

代
表
清
算
人

崧
岑

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
東
成
区
玉
津
二

五

一
四
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
玉
津
一
〇
五
号
室

株
式
会
社
ヤ
ミ
ー

代
表
清
算
人

崧
岑

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
住
吉
区
長
居
四
丁
目
一
一

二
五
タ
ケ
＆

ハ
ル
ビ
ル
第
一
、
六
階

株
式
会
社
Ｂ
Ｇ
Ｈ
ａ
ｓ
ｈ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ

ｏ
ｇ
ｙ

代
表
清
算
人

ウ
ェ
イ
シ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
生
野
区
新
今
里
三
丁
目
四
番
一
七
号
Ｏ
Ｇ

ビ
ル
四
〇
五
Ｂ

日
本
文
質
株
式
会
社

代
表
清
算
人

王

倹

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
堺
市
西
区
鳳
中
町
四
丁
九
三
番
地
二

二

〇
一
号

株
式
会
社
ク
ラ
ッ
シ
ー
ホ
ー
ム

代
表
清
算
人

安
井

洋
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
東
淀
川
区
豊
新
五
丁
目
一
二

五
五
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
Ⅶ
四
〇
三
室

云
雅
株
式
会
社

代
表
清
算
人

王

燕
霊

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
福
島
区
福
島
四
丁
目
二
番
四
五
号
福
島
商

工
会
館
内

合
同
会
社
Ｓ
ｏ
ｌ
ｅ

Ｌ
ｕ
ｎ
ａ

清
算
人

蔭
山

正
憲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
南
本
町
三
丁
目
一
番
二
号

株
式
会
社
モ
ン
パ
リ
ス

代
表
清
算
人

西
田

卓
也

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
池
田
市
五
月
丘
四
丁
目
七
番
五
号

有
限
会
社
関
西
リ
フ
ォ
ー
ム

清
算
人

仲
津
ら
ん
ら
ん





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
旭
区
大
宮
四
丁
目
二
二
番
二
二
号

ユ
ー
ロ
・
セ
ミ
コ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

伊
場
田

晶

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
丁
目
一
番
一
五

四

〇
五
号

株
式
会
社
ハ
ー
モ
ニ
ー

代
表
清
算
人

大
兼
久
智
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
生
野
区
桃
谷
一
丁
目
一
三
番
一
三
号

株
式
会
社
上
田
寝
具
店

代
表
清
算
人

上
田

泉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
浪
速
区
敷
津
西
二
丁
目
六
番
八
号
マ
ン

シ
ョ
ン
松
原
一
一
〇
九
号

株
式
会
社
Ｒ
Ｙ

代
表
清
算
人

平
川

一
馬

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
六
年
十
二
月
十
一
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
前
町
一

二
一
小
山
ビ
ル

グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
六
一
〇
号

奥
平
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

奥
平

利
枝

債
権
申
出
先

大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
六
丁
目

二
番
三

二
〇
〇
三
号

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
淀
川
区
新
高
四
丁
目
一
五
番
三

一
一
二

五
号

松
岡
物
産
有
限
会
社

清
算
人

久
德

晴
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
天
満
四
丁
目
二
番
一
五
号

株
式
会
社
吉
岡
金
物
店

代
表
清
算
人

吉
岡

義
裕

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
学
園
東
町
三
丁
目
六
五
九
番

地
一
一
六
号

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
・
ワ
イ
ズ

代
表
清
算
人

岡
田

吉
晴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
四
丁
目
一
番
一
四
号

山
の
手
シ
ャ
ル
マ
ン
ビ
ル
四
階

株
式
会
社
Ｓ
Ｐ
Ｙ
ア
テ
リ
ア

代
表
清
算
人

李

煥
辰

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
戸
市
垂
水
区
山
手
七
丁
目
五
番
一
号

株
式
会
社
龍
工
務
店

代
表
清
算
人

柴
田
美
由
記

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

兵
庫
県
姫
路
市
八
代
東
光
寺
町
四
番
一
二
号

株
式
会
社
カ
ス
タ
ニ

代
表
清
算
人

粕
谷

寛

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
十

二
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

奈
良
県
五
條
市
上
野
町
四
三
〇
番
地

株
式
会
社
ツ
ボ
イ

代
表
清
算
人

坪
井

秀
起

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
市
北
区
中
央
町
一
〇
番
一
三
号
一
条
ビ
ル

株
式
会
社
一
条

代
表
清
算
人

山
口

貴
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

広
島
市
安
佐
南
区
伴
東
八
丁
目
七
五
番
一
八
号

株
式
会
社
是
閭
開
発

代
表
清
算
人

仲
谷

大
吾

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
個
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

香
川
県
観
音
寺
市
大
野
原
町
大
野
原
一
八
七
一
番
地

豊
野
農
業
協
同
組
合

清
算
人

辻

輝
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
媛
県
松
山
市
畑
寺
二
丁
目
九
番
三
六

六
号

ラ
フ
レ
ー
ズ
七
号

合
同
会
社
山
田
商
事

代
表
清
算
人

山
田

和
俊

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

高
知
県
南
国
市
蛍
が
丘
二
丁
目
二
番
地
一

株
式
会
社
ア
イ
ビ
ス
・
ラ
ボ

代
表
清
算
人

松
井

優
樹





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
市
西
区
小
戸
三
丁
目
四
五
番
一
一
号

株
式
会
社
ト
ラ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト

代
表
清
算
人

黒
葛
原

寛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
八
女
市
立
花
町
北
山
五
四
〇
〇
番
地

有
限
会
社
立
花
工
務
店

清
算
人

牛
島

敏
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
一
丁
目
二
三
番
二
号
Ｐ

ａ
ｒ
ｋ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
博
多
駅
前
一
丁
目
五
Ｆ

Ｂ

合
同
会
社
Ｐ
Ｏ
Ｎ

清
算
人

西
野

竜
矢

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
、
同
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
大
牟
田
市
歴
木
一
五
〇
四
番
地
一

九
州
プ
ラ
ン
ト
有
限
会
社

清
算
人

青
木

治
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
飯
塚
市
平
恒
二
〇
七

合
同
会
社
キ
ラ
リ

清
算
人

末
武

良
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
南
里
二
丁
目
二
〇

一

三

五
〇
一

有
限
会
社
伸
光
製
作
所

清
算
人

仁
科
孝
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

熊
本
県
水
俣
市
浜
町
三
丁
目
一
番
二
六
号

合
同
会
社
オ
ル
ワ
ー
ス

清
算
人

岩
﨑

孝
生

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

熊
本
県
八
代
市
田
中
東
町
壱
七
号
七
番
地
の
一

有
限
会
社
真
和
エ
ン
ジ
ニ
ア

清
算
人

園
田

真
琴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
大
字
北
高
鍋
八
三
六
番
地

株
式
会
社
金
丸
興
業

代
表
清
算
人

金
丸

秀
樹

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

宮
崎
市
佐
土
原
町
下
那
珂
七
九
一
番
地
五

一
般
社
団
法
人
わ
が
や

清
算
人

尾
崎

泰
江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
六
年
十
二
月
十
一
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

鹿
児
島
県

摩
川
内
市

答
院
町
上
手
七
番
一
号

株
式
会
社
さ
つ
ま
自
然
村

代
表
清
算
人

山
本

伸
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
北
谷
一
丁
目
九
番
地
四

Ｋ
ａ
ｚ
ｉ
ｙ
ａ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

安
里

誠
子

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
福
島
地
方
裁
判
所

郡
山
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
島
県
須
賀
川
市
狸
森
字
新
田
一
九
五
番
地

宗
教
法
人
萬
寳
院

（
債
権
の
申
出
先
）

福
島
県
郡
山
市
西
ノ
内
二

一
七

七
今
泉
第
二

ビ
ル
二
〇
三
号
室

天
鏡
法
律
事
務
所

清
算
人

渡
邉

恭
子

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
開
催
の
臨
時
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
東
大
井
一
丁
目
二
一
番
一
三
号
京

急
交
通
株
式
会
社
品
川
営
業
所
内

京
急
交
通
株
式
会
社
労
働
組
合
京
友
会

清
算
人

菊
田

康
彦

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
開
催
の
責
任
役
員

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
井
県
鯖
江
市
寺
中
町
一
九
号
八
番
地

宗
教
法
人
西
向
寺

清
算
人

大
江

宏
玄

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
岡
山
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

七
月
十
三
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
八
島
七
六
三
番
地

医
療
法
人
社
団
古
城
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

清
算
人

古
城

靖

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
高
松
地
方
裁
判

所
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

香
川
県
高
松
市
花
園
町
一
四
三
一
番
地

宗
教
法
人
不
動
教
会

清
算
人

増
元
賢
次
郎


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代表取締役 古田 真崇
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 53,199
固 定 資 産 9,025,907
繰 延 資 産 5,239
資 産 合 計 9,084,345

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,394,170
負 債 合 計 9,394,170
株 主 資 本 309,825
資 本 金 150
利 益 剰 余 金 309,975
その他利益剰余金 309,975
(うち当期純損失) (251,106)
純資産合計 309,825
負債・純資産合計 9,084,345

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
福
岡
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七
年

十
二
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
八
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
若
宮
二
丁
目
六
番
一
号

医
療
法
人
む
ら
つ
か
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

村
塚

幸
穂

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
、
福
島
地
方
裁

判
所
白
河
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
八
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
島
県
白
河
市
金
屋
町
五
五
番
地

宗
教
法
人
心
睦
教
団
安
藤
教
会

清
算
人

弁
護
士

宮
本

雅
司

連
絡
先

〇
二
四
八

二
七

二
二
八
三

弁
護
士
法
人
宮
本
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
八
日
開
催
の
総
会
の

決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
一
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
八
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
区
江
之
子
島
一
丁
目
九
番
一
五

マ
ツ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
ツ
阿
波
座
管
理
組
合

法
人

清
算
人

西
浦

一
美

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
三
日
開
催
の
本
地
生
産
森

林
組
合
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
に

県
の
認
可
を
得
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年

八
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
本
地
二
二
六
六
番
地

本
地
生
産
森
林
組
合

清
算
人

堀
亀

諭

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
六
日
福
島
地
方
裁
判
所

会
津
若
松
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
八
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
島
県
喜
多
方
市
熊
倉
町
雄
国
字
村
中
甲
二
三
一

番
地
ロ

宗
教
法
人
禊
教
雄
国
分
院
教
会

清
算
人

弁
護
士

舟
城

善
貴

連
絡
先

福
島
県
会
津
若
松
市
大
町
二
丁
目
十
一

番
二
十
三
号
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
ビ
ル
二
階

舟
城
法

律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
二
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第

一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
小
平
市
花
小
金
井
南
町
三
丁
目
四
〇
番
二
号

医
療
法
人
社
団
三
樹
会

清
算
人

岩
崎

真
樹

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
日
責
任
役
員
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
十
九
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

三
重
県
松
阪
市
嬉
野
矢
下
町
五
六
六
番
地

東
禅
寺

清
算
人

西
村

倫
也

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
社
員
総
会
の
決
議

並
び
に
三
重
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
七
月
九

日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
十
九
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
上
里
三
五
〇
番
地
一

医
療
法
人
充
仁
会

清
算
人

林

丘

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
京
都
府
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八

年
七
月
二
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月

十
七
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

京
都
府
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
東
作
り
道
五
番
地
一

医
療
法
人
社
団
柳
沢
診
療
所

清
算
人

柳
澤

彌

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
公
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
三
日
、
香
川
県
知
事

の
認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八

月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

香
川
県
さ
ぬ
き
市
志
度
五
三
八
五
番
地
八

さ
ぬ
き
市
土
地
開
発
公
社

代
表
清
算
人

中
村

修





第 23 期 決 算 公 告
令和８年８月 20 日

東京都港区新橋五丁目１番９号銀泉新橋第２ビル８階
ユニファイド・サービス株式会社

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 1,669,301 流 動 負 債 469,382
固 定 資 産 125,655 賞 与 引 当 金 77,924

役員賞与引当金 15,000
受注損失引当金 2,439
固 定 負 債 13,732
株 主 資 本 1,303,856
資 本 金 88,135
資 本 剰 余 金 963,504
資 本 準 備 金 963,504
利 益 剰 余 金 252,217
その他利益剰余金 252,217
(うち当期純利益) (193,549)
新 株 予 約 権 7,984

資 産 合 計 1,794,956 負債・純資産合計 1,794,956

第 77 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 静岡県浜松市中央区和合町193番地の１

フ カ ヤ 株 式 会 社
代表取締役 深谷 充男

貸借対照表の要旨 (令和８年２月28日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 45,052 流 動 負 債 44,431
固 定 資 産 335,668 固 定 負 債 333,759
有形固定資産 315,180 負 債 合 計 378,191
無形固定資産 1,000 株 主 資 本 2,529
投資その他の資産 19,487 資 本 金 96,500

資 本 剰 余 金 86,500
資 本 準 備 金 86,500
利 益 剰 余 金 180,471
その他利益剰余金 180,471
(うち当期純損失) (3,935)
純資産合計 2,529

資 産 合 計 380,720 負債・純資産合計 380,720

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

株式会社まほら不動産 東京都知事80233 代表取締役 塚原正紀 東京都江戸川区篠崎
町１3127 1000万円 東京都知事 東京都江戸川区篠崎町１3127 株式会社まほら不
動産 代表取締役 塚原正紀

株式会社長谷工リフォーム 国土交通大臣第8941号 代表取締役 星野竜緒 東京都港区
芝二丁目６番１号 1500万円 関東地方整備局長 東京都港区芝二丁目６番１号 株式会社長
谷工リフォーム 代表取締役 星野竜緒

住宅情報館株式会社 国土交通大臣6183号 代表取締役 黒瀬雄治 神奈川県相模原市中
央区富士見２丁目８番８号 廃止した従たる事務所 埼玉県久喜市久喜本903１ 500万円 関
東地方整備局長 神奈川県相模原市中央区富士見２丁目８番８号 住宅情報館株式会社 代表取締
役 黒瀬雄治

ＡＴＳＰＡＣＥ株式会社 国土交通大臣10623 代表取締役 小森康史 愛知県名古屋市
中区大須４１２ 廃止した従たる事務所 京都市下京区蛭子町143５ 500万円 中部地方
整備局長 愛知県名古屋市中区大須４１２ ＡＴＳＰＡＣＥ株式会社 代表取締役 小森康史

株式会社興東 大阪府知事45242 代表取締役 川島由成 大阪府大阪市北区天満橋一丁
目８番10403号 1000万円 大阪府知事 大阪府大阪市北区天満橋一丁目８番10403号 株
式会社興東 代表取締役 川島由成

（ 仮 称 ） 銚 子 市 沖 洋 上 風 力 発 電 事 業 計 画 段 階 環 境

配 慮 書 縦 覧 の 公 告

環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ き 、「 （ 仮 称 ） 銚 子 市 沖 洋

上 風 力 発 電 事 業 計 画 段 階 環 境 配 慮 書 」 を 縦 覧 い

た し ま す 。

一 、 事 業 者 の 名 称 東 京 電 力 リ ニ ュ ー ア ブ ル パ ワ

ー 株 式 会 社

代 表 者 の 氏 名 代 表 取 締 役 社 長 井 上 慎 介

主 た る 事 務 所 の 所 在 地 東 京 都 千 代 田 区 内 幸

町 一 丁 目 一 番 三 号

二 、 対 象 事 業 の 名 称 （ 仮 称 ） 銚 子 市 沖 洋 上 風 力

発 電 事 業

発 電 所 の 原 動 力 の 種 類 風 力 （ 洋 上 、 着 床 式 ）

発 電 所 の 規 模 最 大 発 電 出 力 四 十 二 万 キ ロ

ワ ッ ト

三 、 事 業 実 施 想 定 区 域 千 葉 県 銚 子 市 の 沖 合

四 、 縦 覧 の 場 所 千 葉 県 庁 環 境 生 活 部 環 境 政 策 課

銚 子 市 役 所 企 画 課 再 エ ネ 推 進 室

銚 子 市 豊 里 出 張 所

銚 子 市 豊 岡 出 張 所

旭 市 役 所 環 境 課

い い お か ユ ー ト ピ ア セ ン タ ー

縦 覧 の 期 間 令 和 八 年 八 月 二 十 一 日 （ 金 ） か

ら 令 和 八 年 九 月 二 十 五 日 （ 金 ）

ま で

縦 覧 の 時 間 土 曜 日 、 日 曜 日 及 び 祝 日 を 除 く

各 縦 覧 場 所 の 窓 口 受 付 時 間 内

電 子 縦 覧 https://www.tepco.co.jp/rp/
business/wind̲power/kankyo̲
assessment/

五 、 意 見 書 の 提 出

環 境 保 全 の 見 地 か ら の ご 意 見 を お 持 ち の 方 は

書 面 に 住 所 、 氏 名 、 ご 意 見 （ 意 見 の 理 由 を 含 む ）

を ご 記 入 の う え 、 縦 覧 場 所 に 備 え 付 け て お り ま

す 意 見 書 箱 に ご 投 函 く だ さ る か 、 令 和 八 年 九 月

二 十 五 日 （ 金 ） ま で に 六 の 問 い 合 わ せ 先 へ ご 郵

送 く だ さ い （ 当 日 消 印 有 効 ） 。

六 、 問 い 合 わ せ 先 （ 意 見 書 の 提 出 先 ）

〒 一 〇 〇 八 五 六 〇 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 一

丁 目 一 番 三 号

東 京 電 力 リ ニ ュ ー ア ブ ル パ ワ ー 株 式 会 社 風 力

部 プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 セ ン タ ー 事 業 推 進 グ ル ー

プ
電 話 （ 代 表 ） 〇 三 （ 六 三 七 三 ） 一 一 一 一

問 い 合 わ せ 時 間 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま で

（ 土 、 日 、 祝 日 を 除 く ）

令 和 八 年 八 月 二 十 一 日

東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 一 丁 目 一 番 三 号

東 京 電 力 リ ニ ュ ー ア ブ ル パ ワ ー 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 井 上 慎 介

宅地建物取引業者営業保証金取りもどし公告
宅地建物取引業法第30条及び宅地建物取引業者営業保証金規則第７条の規定により次のとおり公告
します。
下記の者に係る営業保証金につき宅地建物取引業法第27条第１項の権利を有する者は、本公告掲載
の翌日から６箇月以内にその債権の額、債権発生の原因たる事実並びに住所氏名又は名称を記載した
申出書２通を下記提出先に提出して下さい。前記の申出書の提出がないときは、下記の者に係る営業
保証金は同人に返還されます。
令和８年８月 21 日

記
［掲載順序］
商号又は名称 免許証番号 （代表者の）氏名 事務所の所在地 営業保証金の額 申
出書提出先 掲載者住所、商号又は名称及び氏名






第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年６月 19 日
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
株式会社日本ＰＭＩコンサルティング

代表取締役社長 竹林 信幸
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 738,686
固 定 資 産 2,284
資 産 合 計 740,970

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 61,295
株 主 資 本 679,674
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 629,674
その他利益剰余金 629,674
(うち当期純利益) (100,205)

負債・純資産合計 740,970

第 10 期 決 算 公 告
令和８年６月 29 日
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号

株式会社ネクストナビ
代表取締役 瀬谷 祐介

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 76,636
固 定 資 産 365
資 産 合 計 77,001

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,133
株 主 資 本 73,868
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 33,868
その他利益剰余金 33,868
(うち当期純損失) (429)

負債・純資産合計 77,001

第 11 期決算公告 令和８年６月26日
東京都中央区日本橋室町一丁目９番12号

株式会社企業評価総合研究所
代表取締役社長 能登 雄太

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 320,230
固 定 資 産 163,614
資 産 合 計 483,844

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 93,920
賞 与 引 当 金 10,713
固 定 負 債 71,621
株 主 資 本 318,303
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 298,303
その他利益剰余金 298,303
(うち当期純利益) (73,121)

負債・純資産合計 483,844

第 20 期 決 算 公 告
令和８年６月 29 日
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
株式会社経営プランニング研究所

代表取締役 楢木 孝麿
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 416,736
固 定 資 産 10,039
資 産 合 計 426,775

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 308,930
株 主 資 本 117,845
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 97,845
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 92,845
(うち当期純利益) (706)

負債・純資産合計 426,775

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年６月 24 日
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
株式会社日本ＤＸ人材センター

代表取締役 藤田 舞
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 45,701
固 定 資 産 638
資 産 合 計 46,340

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,864
株 主 資 本 31,476
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 21,476
その他利益剰余金 21,476
(うち当期純利益) (16,451)

負債・純資産合計 46,340

第 26 期決算公告 令和８年６月26日
東京都品川区東品川二丁目２番20号

ＲＭＬ株式会社
代表取締役 清水 英孝

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 498,211
固 定 資 産 117,107
資 産 合 計 615,319

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 184,430
固 定 負 債 14,960
株 主 資 本 415,703
資 本 金 189,350
資 本 剰 余 金 23,250
資 本 準 備 金 23,250
利 益 剰 余 金 203,103
その他利益剰余金 203,103
(うち当期純利益) (55,373)

新 株 予 約 権 225
負債・純資産合計 615,319

第 26 期 決 算 公 告
令和８年６月 26 日
東京都品川区東品川二丁目２番20号
株式会社
リスクマネジメント・ラボラトリー

代表取締役 内田 隆
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 670,676
固 定 資 産 40,049
資 産 合 計 710,725

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 625,122
株 主 資 本 85,603
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
その他資本剰余金 10,000
利 益 剰 余 金 65,603
その他利益剰余金 65,603
(うち当期純利益) (5,657)

負債・純資産合計 710,725

第 28 期 決 算 公 告
令和８年６月 26 日

東京都品川区東品川二丁目２番20号
株式会社
セールスエデュケーション・ラボラトリー

代表取締役 清水 英孝
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 113,863
固 定 資 産 3,017
資 産 合 計 116,880

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 71,254
固 定 負 債 0
株 主 資 本 45,626
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 35,626
その他利益剰余金 35,626
(うち当期純利益) (1,222)

負債・純資産合計 116,880

第 26 期 決 算 公 告
令和８年６月 26 日
東京都品川区東品川二丁目２番20号

ＴＬＡ株式会社
代表取締役 関野 栄一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 62,474
固 定 資 産 0
資 産 合 計 62,474

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,622
株 主 資 本 57,851
資 本 金 33,000
資 本 剰 余 金 11,680
資 本 準 備 金 11,680
利 益 剰 余 金 13,171
その他利益剰余金 13,171
(うち当期純損失) (272)

負債・純資産合計 62,474

第 25 期決算公告 令和８年８月21日
東京都新宿区西新宿三丁目20番２号

株式会社デジタルハーツ
代表取締役 筑紫 敏矢

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 5,339
固 定 資 産 2,060
合 計 7,399

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,961
固 定 負 債 24
株 主 資 本 5,413
資 本 金 276
資 本 剰 余 金 251
資 本 準 備 金 236
その他資本剰余金 15
利 益 剰 余 金 4,885
その他利益剰余金 4,885
(うち当期純利益) (1,355)
合 計 7,399

第 61 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 埼玉県上尾市柏座一丁目10番10号

医療法人社団愛友会
理事長 中村 康彦

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
事 業 収 益 77,698,802
本来業務事業収益 76,315,622
附帯業務事業収益 1,383,180
事 業 費 用 76,814,170
本来業務事業費用 75,486,453
附帯業務事業費用 1,327,717
事 業 利 益 884,631
事 業 外 損 益 121,822
経 常 利 益 762,809
特 別 利 益 53,796
特 別 損 失 51,129
税引前当期純利益 765,477
法人税、住民税及び
事業税 2,086
法人税等調整額 493
当 期 純 利 益 763,884

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 19,280,754流 動 負 債 15,886,562
固 定 資 産 27,612,957 賞 与 引 当 金 1,412,969
有形固定資産 24,563,245 そ の 他 14,473,593
無形固定資産 1,167,406固 定 負 債 14,351,925
その他の資産 1,882,305 退職給付引当金 3,391,147

そ の 他 10,960,778
負 債 合 計 30,238,488
積 立 金 16,655,224
代 替 基 金 4,200,000
設立等積立金 12,703,254
繰越利益積立金 248,029
純資産合計 16,655,224

資 産 合 計 46,893,712負債・純資産合計 46,893,712

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 48 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

埼玉県吉川市大字平沼111番地
医療法人社団協友会
理事長 平岡 邦彦

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
事 業 収 益 90,365,664
本来業務事業収益 89,419,832
附帯業務事業収益 945,832
事 業 費 用 90,439,142
本来業務事業費用 89,558,300
附帯業務事業費用 880,842
事 業 損 失 73,477
事 業 外 損 益 100,720
経 常 損 失 174,197
特 別 利 益 53,565
特 別 損 失 406,346
税引前当期純損失 526,979
法人税、住民税及び
事業税 2,124
法人税等調整額 41,126
当 期 純 損 失 487,976

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 24,747,147流 動 負 債 14,042,997
固 定 資 産 26,788,994 賞 与 引 当 金 1,724,310
有形固定資産 24,486,156 そ の 他 12,318,687
無形固定資産 616,305固 定 負 債 16,788,586
その他の資産 1,686,532 退職給付引当金 3,826,690

そ の 他 12,961,896
負 債 合 計 30,831,584
積 立 金 20,704,557
設立等積立金 12,427,975
繰越利益積立金 8,276,581
純資産合計 20,704,557

資 産 合 計 51,536,142負債・純資産合計 51,536,142

第８期決算公告 令和８年８月21日
東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号
株式会社ＤＮＰビジネスパートナーズ

代表取締役 難波 朗
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 274,626
固 定 資 産 7,332
資 産 合 計 281,958

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 125,685
固 定 負 債 158,390
株 主 資 本 2,117
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 22,117
その他利益剰余金 22,117
(うち当期純損失) (4,410)

負債・純資産合計 281,958

第 65 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 東京都台東区今戸二丁目26番15号

医療法人社団哺育会
理事長 浪川 浩明

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
事 業 収 益 24,845,686
本来業務事業収益 24,554,219
附帯業務事業収益 291,467
事 業 費 用 25,187,790
本来業務事業費用 24,916,762
附帯業務事業費用 271,028
事 業 損 失 342,104
事 業 外 損 益 28,202
経 常 損 失 370,306
特 別 利 益 48,353
特 別 損 失 74,742
税引前当期純損失 396,695
法人税、住民税及び
事業税 702

法人税等調整額 0
当 期 純 損 失 397,397

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 11,155,359流 動 負 債 3,285,054
固 定 資 産 9,350,706 賞 与 引 当 金 558,932
有形固定資産 8,558,459 そ の 他 2,726,122
無形固定資産 240,776固 定 負 債 8,925,332
その他の資産 551,470 退職給付引当金 1,347,918

そ の 他 7,577,414
負 債 合 計 12,210,387
基 金 7,100,000
積 立 金 1,195,677
設立等積立金 3,176,150
繰越利益積立金 1,980,472
純資産合計 8,295,677

資 産 合 計 20,506,065負債・純資産合計 20,506,065

第 47 期 決 算 公 告
令和８年６月 12 日
東京都千代田区一ツ橋二丁目５番５号

富士アイテック株式会社
代表取締役 松本 浩

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,068,161
固 定 資 産 516,223
合 計 3,584,384

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,118,201
固 定 負 債 24,660
株 主 資 本 2,413,958
資 本 金 80,000
利 益 剰 余 金 2,333,958
利 益 準 備 金 17,930
その他利益剰余金 2,316,028
(うち当期純利益) (300,531)

評価・換算差額等 27,565
合 計 3,584,384

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

埼
玉
県
越
谷
市
七
左
町
六
丁
目
七
二
番
地
二

三
恵
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

昌
子

第 44 期決算公告 令和８年８月21日
埼玉県越谷市七左町六丁目72番地２

三恵開発株式会社
代表取締役 佐藤 昌子

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 94,956
固 定 資 産 1,551,800
合 計 1,646,757

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,907
固 定 負 債 788,641
株 主 資 本 834,208
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 231,000
資 本 準 備 金 231,000
利 益 剰 余 金 553,208
利 益 準 備 金 896
その他利益剰余金 552,312
(うち当期純利益) (31,029)
合 計 1,646,757

第 71 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

長野市大字長野大門町66番地１
株式会社長野西沢書店
代表取締役 西澤 基喜

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 180,310
固 定 資 産 27,359
合 計 207,670

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 27,803
固 定 負 債 0
株 主 資 本 179,867
資 本 金 22,890
利 益 剰 余 金 156,977
利 益 準 備 金 2,000
その他利益剰余金 154,977
(うち当期純利益) (4,751)
合 計 207,670

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
成
田
市
小
菅
一
四
〇
四
番
地
二

株
式
会
社
Ｃ
Ｎ
Ｋ
藤
﨑

代
表
取
締
役

藤
﨑

正
之

第 18 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

千葉県成田市小菅1404番地２
株式会社ＣＮＫ藤﨑
代表取締役 藤﨑 正之

貸借対照表の要旨
(令和６年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 67,063
固 定 資 産 28,398
資 産 合 計 95,462

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 204
固 定 負 債 1,000
株 主 資 本 94,258
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 44,258
その他利益剰余金 44,258
(うち当期純損失) (1,434)

負債・純資産合計 95,462

第 48 期決算公告 令和８年８月21日
大阪府枚方市長尾峠町46番１号

関西トランスシティサービス株式会社
代表取締役 佐藤 正

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 185,272
固 定 資 産 56,503
資 産 合 計 241,775

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 107,775
固 定 負 債 2,897
負 債 合 計 110,672
株 主 資 本 131,103
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 121,103
その他利益剰余金 121,103
(うち当期純利益) (7,762)
純資産合計 131,103
負債・純資産合計 241,775

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 78 期 決 算 公 告
令和８年７月 24 日

大阪市北区堂島浜二丁目２番28号
角一株式会社

代表取締役社長 阿部 元彦
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 3,550
固 定 資 産 3,176
合 計 6,726

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 92
固 定 負 債 321
株 主 資 本 6,313
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 6,213
利 益 準 備 金 25
その他利益剰余金 6,188
(うち当期純利益) (310)
合 計 6,726

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
本
店

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町

二
丁
目
一
〇
番
一
四
号
フ
ァ
ー
ス
沼
津
ビ
ル
四
Ｆ
）

に
対
し
て
当
社
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
及
び
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
二
四
番
五
号

株
式
会
社
ユ
ア
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

勝
又

直
紀

第 23 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都渋谷区円山町24番５号
株式会社ユアネット
代表取締役 勝又 直紀

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 299,776
固 定 資 産 45,209
資 産 合 計 344,986

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 87,019
株 主 資 本 257,966
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 254,966
利 益 準 備 金 750
その他利益剰余金 254,216
(うち当期純利益) (38,236)

負債・純資産合計 344,986

第 28 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
大阪市中央区南船場１丁目13番10号

井澤興産株式会社
代表取締役 井澤 秀行

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 153,142
固 定 資 産 306,545
資 産 合 計 459,687

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 107,955
固 定 負 債 124,600
株 主 資 本 227,132
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 217,132
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 214,632
(うち当期純利益) (22,719)

負債・純資産合計 459,687

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
実
用
春
日
ホ
ー

ム
株
式
会
社
（
乙
、
住
所
東
京
都
文
京
区
小
石
川
一

丁
目
九
番
五
号
）
の
春
日
町
店
、
江
戸
川
橋
店
及
び

江
戸
川
橋
駅
前
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
け
る
す
べ
て
の
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
文
京
区
小
日
向
四
丁
目
三
番
一
三

二
一
三
号

実
用
本
郷
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
田

知
行

第 26 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都文京区小石川一丁目９番５号

実用春日ホーム株式会社
代表取締役 兒玉 隆

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 803
固 定 資 産 1,012
合 計 1,815

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 128
固 定 負 債 1,103
株 主 資 本 583
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 573
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 571
(うち当期純利益) (58)
合 計 1,815

第 40 期決算公告 令和８年８月21日
高知県須崎市押岡123番地
株式会社ダイキョウ
代表取締役 杉尾 学

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 215,126
固 定 資 産 71,037
合 計 286,164

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 143,833
(賞与引当金) (31,560)
固 定 負 債 33,031
(役員退職引当金) (1,500)
株 主 資 本 109,299
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 99,299
利 益 準 備 金 800
その他利益剰余金 98,499
(うち当期純損失) (3,600)
合 計 286,164

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.b
lu
etec.co

.jp
/

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
一
八
番
一
九
号

（
甲
）
ブ
ル
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飯
岡

晃
樹

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
一
八
番
一
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
Ｓ
ｔ
ａ

ｒ
ｔ
ｅ
ｒ

代
表
取
締
役

飯
岡

晃
樹

第６期決算公告 令和８年８月21日
東京都港区虎ノ門三丁目18番19号

株式会社ＲｏｃｋｅｔＳｔａｒｔｅｒ
代表取締役 飯岡 晃樹

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 105,484
固 定 資 産 1,698
合 計 107,182

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 51,717
(うち賞与引当金) (3,103)
株 主 資 本 55,465
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 1,000
その他資本剰余金 1,000
利 益 剰 余 金 44,465
利 益 準 備 金 800
その他利益剰余金 43,665
(うち当期純利益) (9,869)
合 計 107,182

第 39 期 決 算 公 告
令和８年６月 22 日
福岡県糟屋郡粕屋町大字仲原2648番地
麻生コンクリート工業株式会社

代表取締役社長 清原 定之
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 590
固 定 資 産 184
合 計 774

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 287
固 定 負 債 98
株 主 資 本 389
資 本 金 30
利 益 剰 余 金 359
利 益 準 備 金 3
その他利益剰余金 356
(うち当期純利益) (89)
合 計 774

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
四
百
万
円
減
少
し

百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
六
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

新
潟
県
燕
市
小
高
六
〇
三
一
番
地
一

大
嶋
急
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栁
原

秀
治

第 34 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

新潟県燕市小高6031番地１
大嶋急送株式会社

代表取締役 栁原 秀治
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 26,974
固 定 資 産 6,021
資 産 合 計 32,996

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 37,464
固 定 負 債 28,820
株 主 資 本  33,288
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金  58,288
その他利益剰余金  58,288
(うち当期純利益) (2,397)

負債・純資産合計 32,996

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
六
百
八
十
九

万
円
減
少
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
を
全
額
資
本

準
備
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
井
県
今
立
郡
池
田
町
稲
荷
第
一
六
号
三
番
地

今
立
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役

林

宏
憲

第２期決算公告 令和８年８月21日
福井県今立郡池田町稲荷第16号３番地

今立酒造株式会社
代表取締役 林 宏憲

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 49,501
固 定 資 産 18,193
繰 延 資 産 16,603
資 産 合 計 84,297

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,225
固 定 負 債 0
株 主 資 本 74,072
資 本 金 73,000
資 本 剰 余 金 71,900
資 本 準 備 金 71,900
利 益 剰 余 金 70,828
その他利益剰余金 70,828
(うち当期純損失) (35,374)

負債・純資産合計 84,297

第 34 期 決 算 公 告
令和８年６月 22 日
福岡県糟屋郡粕屋町大字仲原2648番地

株式会社フクショウ
代表取締役社長 清原 定之

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 155
固 定 資 産 23
合 計 178

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 132
固 定 負 債 0
株 主 資 本 46
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 36
利 益 準 備 金 0
その他利益剰余金 36
(うち当期純利益) (1)
合 計 178

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

Ｈ
Ｒ
Ｓ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
住
所
愛
知
県
小
牧
市
東
田

中
字
金
井
戸
五
八
九
番
地
の
一
）
に
対
し
て
当
社
の

運
送
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
小
牧
市
東
田
中
字
金
井
戸
五
八
九
番

地
の
一株

式
会
社
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
エ
キ
ス
プ
レ
ス

代
表
取
締
役

山
本

博
美

第 26 期決算公告 令和８年８月21日
愛知県小牧市東田中字金井戸589番地の１
株式会社ヒーローズエキスプレス

代表取締役 山本 博美
貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 351,609
固 定 資 産 51,971
資 産 合 計 403,580

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 101,496
固 定 負 債 262,744
負 債 合 計 364,241
株 主 資 本 39,340
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 29,340
その他利益剰余金 29,340
(うち当期純利益) (3,965)
純資産合計 39,340
負債・純資産合計 403,580

第 29 期決算公告 令和８年６月22日
沖縄県うるま市州崎14番17

株式会社スピア
代表取締役社長 能登 雄太

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 228,042
固 定 資 産 11,733
資 産 合 計 239,775

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 65,620
賞 与 引 当 金 11,925
役員賞与引当金 771
株 主 資 本 174,155
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 166,105
利 益 準 備 金 2,500
繰越利益剰余金 163,605
(うち当期純利益) (63,551)
自 己 株 式 1,950
負債・純資産合計 239,775

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
市
南
区
西
市
二
三
六
番
地
一

（
甲
）
合
同
会
社
ラ
イ
フ

代
表
社
員

相
澤

誠

岡
山
市
北
区
大
供
表
町
一
四
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
マ
ク
ロ
ン

代
表
取
締
役

相
澤

誠

第６期決算公告 令和８年８月21日
岡山市北区大供表町14番１号

株式会社マクロン
代表取締役 相澤 誠

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,062
固 定 資 産 1,028
資 産 合 計 4,090

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,308
固 定 負 債 1,802
負 債 合 計 23,110
株 主 資 本 19,019
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 20,019
その他利益剰余金 20,019
(うち当期純利益) (5,749)
純資産合計 19,019
負債・純資産合計 4,090

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
愛知県豊橋市多米中町二丁目28番地の15
一般社団法人多米ファイト学園児童クラブ

代表理事 川本 恭久
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 19,462
固 定 資 産 90,995
合 計 110,457

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 2,595
固 定 負 債 8,660
負 債 合 計 11,255
一般正味財産 99,202
正味財産合計 99,202
合 計 110,457

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
、
一

千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

沖
縄
県
浦
添
市
伊
祖
二
丁
目
二
六
番
一
号

株
式
会
社
ヤ
マ
シ
ン

代
表
取
締
役

宮
城

正
也

第 22 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

沖縄県浦添市伊祖二丁目26番１号
株式会社ヤマシン

代表取締役 宮城 正也
貸借対照表の要旨

(令和７年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 47,049
固 定 資 産 6,150
合 計 53,199

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,480
株 主 資 本 38,718
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 8,718
その他利益剰余金 8,718
(うち当期純損失) (661)
合 計 53,199

第 26 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

埼玉県草加市高砂一丁目６番28号
株式会社タウンメディカル

代表取締役 今泉 勝
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,712
固 定 資 産 346
合 計 2,058

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 729
固 定 負 債 894
株 主 資 本 435
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 425
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 422
(うち当期純利益) (91)
合 計 2,058

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 76 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

埼玉県熊谷市鎌倉町121番地
株式会社トミオカ薬局
代表取締役 今泉 勝

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 157
固 定 資 産 73
合 計 231

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 82
固 定 負 債 115
株 主 資 本 34
資 本 金 24
利 益 剰 余 金 10
利 益 準 備 金 1
その他利益剰余金 8
(うち当期純利益) (19)
合 計 231

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年６月 30 日

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号
株式会社テミクス･グリーン

代表取締役 古森 茂幹

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
売 上 高 95,550
売 上 原 価 8,182
売 上 総 利 益 87,368
販売費及び一般管理
費 310,029
営 業 損 失 222,661
営 業 外 収 益 110
営 業 外 費 用 4,411
経 常 損 失 226,962
税引前当期純損失 226,962
法人税、住民税及び
事業税 6,422
当 期 純 損 失 233,384

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 534,918流 動 負 債 64,191
固 定 資 産 196,626 負 債 合 計 64,191

株 主 資 本 667,354
資 本 金 521,172
資 本 剰 余 金 521,172
資 本 準 備 金 521,172
利 益 剰 余 金 374,990
その他利益剰余金 374,990
純資産合計 667,354

資 産 合 計 731,545負債・純資産合計 731,545

第 24 期決算公告 令和８年８月21日
東京都港区南麻布三丁目20番１号

株式会社フレイムハーツ
代表取締役 筑紫 敏矢

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 494,325
固 定 資 産 159,063
合 計 653,388

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 196,570
固 定 負 債 1,369,451
株 主 資 本 912,632
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 841,487
資 本 準 備 金 30,000
その他資本剰余金 811,487
利 益 剰 余 金 1,814,119
その他利益剰余金 1,814,119
(うち当期純利益) (72,265)
合 計 653,388

第 44 期 決 算 公 告
令和８年６月 30 日 東京都渋谷区神宮前一丁目５番１号

セコム医療システム株式会社
代表取締役 小松 淳

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 30,759
売 上 原 価 24,400
売 上 総 利 益 6,358
販売費及び一般管理
費 2,615
営 業 利 益 3,743
営 業 外 損 益 9
経 常 利 益 3,733
特 別 損 益 63
税引前当期純利益 3,670
法人税、住民税及び
事業税 1,272
法人税等調整額 17
当 期 純 利 益 2,381

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 9,229 流 動 負 債 15,246
固 定 資 産 82,343 賞 与 引 当 金 202

そ の 他 15,043
固 定 負 債 15,993
退職給付引当金 0
そ の 他 15,992
株 主 資 本 60,332
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 33,660
資 本 準 備 金 26,881
その他資本剰余金 6,779
利 益 剰 余 金 26,571
その他利益剰余金 26,571

資 産 合 計 91,572 負債・純資産合計 91,572

第 25 期決算公告 令和８年８月21日
東京都渋谷区神宮前五丁目53番67号
株式会社アカデミー・デュ・ヴァン

代表取締役 伊藤 彰浩
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 805,316
固 定 資 産 158,725
資 産 合 計 964,042

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 835,938
固 定 負 債 48,400
株 主 資 本 79,704
資 本 金 120,000
利 益 剰 余 金 50,000
資 本 準 備 金 50,000
利 益 剰 余 金 90,295
利 益 準 備 金 1,400
その他利益剰余金 91,695
(うち当期純損失) (22,852)

負債・純資産合計 964,042

第 21 期 決 算 公 告
2026 年６月 25 日

東京都千代田区霞が関三丁目２番５号
インタラクティブ・ブローカーズ証券株式会社

代表取締役社長 シマフランカ ラミール

損益計算書の要旨
自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 3,600
金 融 費 用 1,202
純 営 業 収 益 2,398
販売費及び一般管理
費 2,338
営 業 利 益 59
営 業 外 収 益 10
営 業 外 費 用 0
経 常 利 益 70
特 別 損 失 197
税引前当期純損失 127
法人税、住民税及び
事業税 12

当 期 純 損 失 139

貸借対照表の要旨 (2026年３月31日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 73,542 流 動 負 債 69,320
固 定 資 産 127 賞 与 引 当 金 17

そ の 他 69,303
固 定 負 債 248
金融商品取引責任準
備金 488

株 主 資 本 3,611
資 本 金 2,750
資 本 剰 余 金 2,618
資 本 準 備 金 2,618
利 益 剰 余 金 1,757
その他利益剰余金 1,757

資 産 合 計 73,669 負債・純資産合計 73,669

第 10 期決算公告 令和８年６月26日
東京都港区台場二丁目３番１号

株式会社リトプラ
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,034,869
固 定 資 産 763,573
資 産 合 計 1,798,442

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 359,427
固 定 負 債 224,875
株 主 資 本 1,209,869
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 816,616
資 本 準 備 金 454,999
その他資本剰余金 361,617
利 益 剰 余 金 343,252
その他利益剰余金 343,252
(うち当期純利益) (339,910)

新 株 予 約 権 4,270
負債・純資産合計 1,798,442

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都千代田区丸の内二丁目６番１号
Ｙ Ｓ Ｗ 株 式 会 社
代表取締役 日野 正 損益計算書の要旨

自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 517
営 業 費 用 80
営 業 利 益 437
営 業 外 収 益 3
経 常 利 益 440
税引前当期純利益 440
法人税、住民税及び
事業税 171

法人税等調整額 4
当 期 純 利 益 273

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 564 流 動 負 債 108
固 定 資 産 23,941 固 定 負 債 5,398

株 主 資 本 7,246
資 本 金 300
資 本 剰 余 金 6,522
資 本 準 備 金 6,522
利 益 剰 余 金 424
その他利益剰余金 424

評価・換算差額等 11,753
その他有価証券評価
差額金 11,753

資 産 合 計 24,505 負債・純資産合計 24,505

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
八
二
三
万
四
七
一
〇

円
減
少
し
二
一
七
六
万
五
二
九
〇
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
大
田
区
大
森
北
一
丁
目
一
七
番
二
号

大
森
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
五
階

日
本
ユ
ニ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

毛
塚

武
久

決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都大田区大森北一丁目17番２号
大森センタービル５階

日本ユニテック株式会社
代表取締役 毛塚 武久

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 109,948
固 定 資 産 171,799
資 産 合 計 281,748

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 131,644
固 定 負 債 86,947
株 主 資 本 63,156
資 本 金 90,000
利 益 剰 余 金 26,843
利 益 準 備 金 480
その他利益剰余金 27,323
(うち当期純利益) (38,400)

負債・純資産合計 281,748

第 76 期決算公告 令和８年８月21日
東京都江東区佐賀１丁目５番９号
株 式 会 社 ラ ド ン ナ

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,838,910
固 定 資 産 70,564
資 産 合 計 1,909,474

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 518,143
(ポイント引当金) (8,202)
固 定 負 債 40,613
(退職給付引当金) (40,613)
株 主 資 本 1,350,718
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 168,000
(資本準備金) (75,000)
利 益 剰 余 金 1,092,718
(利益準備金) (3,750)
(うち当期純利益) (108,338)

負債・純資産合計 1,909,474

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 53,542,736
固 定 資 産 36,902,790
資 産 合 計 90,445,526

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 25,564,004
固 定 負 債 71,710,947
株 主 資 本 6,829,425
資 本 金 16,000,000
利 益 剰 余 金 22,829,425
その他利益剰余金 22,829,425
(うち当期純利益) (733,039)

負債・純資産合計 90,445,526

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
練
馬
区
富
士
見
台
二
丁
目
三
一
番
六
号

三
池
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
野

幸
弘

第 51 期決算公告 令和８年８月21日
東京都練馬区富士見台二丁目31番６号

三池産業株式会社
代表取締役 河野 幸弘

第 68 期決算公告 令和８年８月21日
東京都千代田区岩本町３丁目11番13号

三星不動産株式会社
代表取締役 田島 常雄

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 419
固 定 資 産 944
合 計 1,363

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 15
固 定 負 債 312
株 主 資 本 1,036
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 310
資 本 準 備 金 310
利 益 剰 余 金 714
利 益 準 備 金 6
その他利益剰余金 708
(うち当期純利益) (20)
合 計 1,363

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
一
千
七
万
九
千
九

百
七
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
五
丁
目
二
二
番
三

三
号

株
式
会
社
セ
ン
ノ
・
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス

代
表
取
締
役

森

智
恵
子

決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都品川区東五反田五丁目22番33号
株式会社センノ・セラピューティクス

代表取締役 森 智恵子
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 32,325
固 定 資 産 337
合 計 32,662

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 26,227
株 主 資 本 6,435
資 本 金 100,079
資 本 剰 余 金 99,999
資 本 準 備 金 99,999
利 益 剰 余 金 193,644
その他利益剰余金 193,644
(うち当期純損失) (163,428)
合 計 32,662

第 25 期決算公告 令和８年８月20日
東京都中央区日本橋富沢町10番16号

ＭＹ ＡＲＫ日本橋ビル
株式会社東京建築検査機構
代表取締役社長 柴 慶治

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 211,920
固 定 資 産 36,817
資 産 合 計 248,737

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 90,060
固 定 負 債 288
退職金引当金 288
株 主 資 本 158,389
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 58,389
利 益 準 備 金 19,272
その他利益剰余金 39,117
(うち当期純利益) (12,076)

負債・純資産合計 248,737

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
六
千
九
百
九

十
万
一
千
百
六
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
練
馬
区
西
大
泉
六
丁
目
一
一
番
三
一
号

株
式
会
社
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

代
表
取
締
役

若
槻
由
美
子

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都練馬区西大泉六丁目11番31号

株式会社ＷＯＲＫＥＲ
代表取締役 若槻由美子

貸借対照表の要旨
(令和７年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 7,873
固 定 資 産 5,018
合 計 12,892

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,403
株 主 資 本 10,488
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 9,488
その他利益剰余金 9,488
(うち当期純損失) (366)
合 計 12,892

第 11 期 決 算 公 告
令和８年３月 31 日
東京都品川区西五反田五丁目５番７号
Jeisys Medical Japan株式会社
代表取締役 チョン・サンジュン
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,013,701
固 定 資 産 1,043,345
資 産 合 計 3,057,046

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,265,885
固 定 負 債 297,531
株 主 資 本 1,493,630
資 本 金 81,768
利 益 剰 余 金 1,411,862
その他利益剰余金 1,411,862
(うち当期純利益) (196,942)

負債・純資産合計 3,057,046

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都中央区銀座一丁目20番14号
ＫＤＸ銀座一丁目ビル４階

株式会社ＥＸＩＤＥＡ
代表取締役 小川 卓真

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 368,714
固 定 資 産 151,871
合 計 520,585

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 182,731
固 定 負 債 270,417
株 主 資 本 67,437
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 52,437
その他利益剰余金 52,437
(うち当期純損失) (154,391)
合 計 520,585

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二

〇
九
号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

（
甲
）
Ｇ
Ｃ
Ｊ
Ｇ
６
３
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
野

貴
司

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
一
五
番
一
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

代
表
取
締
役

浅
田

邦
敏

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都港区芝一丁目15番14号
株式会社ＮＩＴホールディングス

代表取締役 浅田 邦敏
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 53,191,136
合 計 53,191,136

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 33,000
株 主 資 本 53,158,136
資 本 金 50,000,000
利 益 剰 余 金 3,158,136
その他利益剰余金 3,158,136
(うち当期純利益) (5,881,428)
合 計 53,191,136

第 16 期 決 算 公 告
令和８年６月 29 日
東京都中央区日本橋室町３丁目３番１号

セオリアファーマ株式会社
代表取締役 杉本 徹也

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,876
固 定 資 産 47
合 計 1,923

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,138
固 定 負 債 21
株 主 資 本 236
資 本 金 30
利 益 剰 余 金 266
その他利益剰余金 266
(うち当期純利益) (168)
合 計 1,923

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
三
丁
目
二
三
番
四
号

株
式
会
社
晃
商
事

代
表
取
締
役

三
宅

弘
久

第 37 期決算公告 令和８年８月21日
東京都新宿区新宿３丁目23番４号

株 式 会 社 晃 商 事
代表取締役 三宅 弘久

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,084
固 定 資 産 55,554
合 計 58,639

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,126
固 定 負 債 100,025
株 主 資 本 42,512
資 本 金 15,000
資 本 剰 余 金 10,000
その他資本剰余金 10,000
利 益 剰 余 金 67,512
利 益 準 備 金 1,200
その他利益剰余金 68,712
(うち当期純損失) (35,225)
合 計 58,639

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
大阪府大阪市北区堂島浜一丁目２番１号
新ダイビル

丸紅不動産流通株式会社
代表取締役 永池 清人

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 71,372
固 定 資 産 1,038
資 産 合 計 72,411

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 15,379
賞 与 引 当 金 7,511
株 主 資 本 57,031
資 本 金 85,000
利 益 剰 余 金 27,968
その他利益剰余金 27,968
(うち当期純損失) (27,968)

負債・純資産合計 72,411

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
知
立
市
新
林
町
平
草
二
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
坂
田
建
材

代
表
取
締
役

坂
田

昌
一

愛
知
県
知
立
市
新
林
町
平
草
二
番
地
一

（
乙
）
合
同
会
社
坂
田

代
表
社
員

坂
田

直
道

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

愛知県知立市新林町平草２番地１
株式会社坂田建材
代表取締役 坂田 昌一

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 4,896
固 定 資 産 1,212
合 計 6,109

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,415
固 定 負 債 658
株 主 資 本 4,036
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 963
その他利益剰余金 963
(うち当期純損失) (1,365)
合 計 6,109

第 75 期決算公告 令和８年８月21日
福岡市博多区竹下１丁目18番17号
ＪＲ九州電気システム株式会社

代表取締役社長 香月 裕司
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 9,599,403
固 定 資 産 8,935,405
資 産 合 計 18,534,808

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,562,605
固 定 負 債 691,108
株 主 資 本 12,221,219
資 本 金 92,500
利 益 剰 余 金 12,128,719
利 益 準 備 金 23,125
その他利益剰余金 12,105,594
(うち当期純利益) (1,079,572)

評価・換算差額等 59,875
有価証券評価差額金 59,875
負債・純資産合計 18,534,808

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
億

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
五
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
久
宝
寺
町
三
丁
目

六
番
一
号サ

ポ
ー
ト
人
材
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
河
内
健
夫

第 22 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
大阪府大阪市中央区北久宝寺町三丁目
６番１号
サポート人材センター株式会社

代表取締役 大河内健夫
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 176,714
固 定 資 産 523
合 計 177,238

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 98,376
固 定 負 債 260,009
株 主 資 本 181,147
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 201,147
その他利益剰余金 201,147
(うち当期純利益) (437)
合 計 177,238

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

テ
ィ
ア
ラ
モ
ー
ル
（
住
所
東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁

目
一
四
番
五
号
銀
座
Ｋ
Ｍ
ビ
ル
六
階
）
に
対
し
て
当

社
の
物
販
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

兵
庫
県

屋
市
業
平
町
五
番
二
〇

四
〇
一
号

株
式
会
社
テ
ィ
ア
ラ
ボ

代
表
取
締
役

熊
倉

春
花

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

兵庫県屋市業平町５番20401号
株式会社ティアラボ
代表取締役 熊倉 春花

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 1,169,291
固 定 資 産 16,607
合 計 1,185,899

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 898,613
固 定 負 債 14,245
株 主 資 本 273,040
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 263,040
その他利益剰余金 263,040
(うち当期純利益) (225,377)
合 計 1,185,899

第 77 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
熊本県八代市高下西町2068番地の３

株式会社お菓子の彦一本舗
代表取締役 齊藤 仁昭

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 38
固 定 資 産 45
合 計 84

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4
固 定 負 債 159
株 主 資 本 79
資 本 金 1
利 益 剰 余 金 80
利 益 準 備 金 14
その他利益剰余金 94
(うち当期純損失) (20)
合 計 84

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
十
六

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
八
王
子
市
高
月
町
一
二
二
六
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
装
進

代
表
取
締
役

才
藤

一
郎

東
京
都
北
区
赤
羽
西
一
丁
目
三
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
ピ
カ
リ
フ
ォ
ー
ム

代
表
取
締
役

小
泉

均

第 24 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都八王子市高月町1226番地
株式会社装進

代表取締役 才藤 一郎
貸借対照表の要旨

(令和７年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 198,176
固 定 資 産 1,917
合 計 200,094

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 136,190
固 定 負 債 27,882
株 主 資 本 36,022
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 3,977
その他利益剰余金 3,977
(うち当期純損失) (54,838)
合 計 200,094

第 15 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都北区赤羽西一丁目３番４号
株式会社ピカリフォーム
代表取締役 小泉 均

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 231,540
固 定 資 産 176,859
合 計 408,400

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 46,175
株 主 資 本 362,224
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 352,224
その他利益剰余金 352,224
(うち当期純利益) (5,981)
合 計 408,400

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
杉
並
区
天
沼
三
丁
目
二
番
一
四
号
Ｅ
ｃ

ｏ
ビ
ル

（
甲
）
株
式
会
社
エ
コ
・
エ
ー

代
表
取
締
役

丹
羽

裕
幸

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
三
二
番
一
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
イ

代
表
取
締
役

丹
羽

裕
幸

第 14 期決算公告 令和８年８月21日
東京都杉並区天沼三丁目２番14号
Ｅｃｏビル

株式会社エコ・エー
代表取締役 丹羽 裕幸

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,855,051
固 定 資 産 1,530,496
資 産 合 計 3,385,547

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,764,186
固 定 負 債 841,198
株 主 資 本 780,163
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 3,000
その他資本剰余金 3,000
利 益 剰 余 金 757,163
その他利益剰余金 757,163
(うち当期純利益) (112,633)

負債・純資産合計 3,385,547

第 32 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都豊島区南池袋二丁目32番13号

株式会社グローバルアイ
代表取締役 丹羽 裕幸

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 20,680
固 定 資 産 9,286
資 産 合 計 29,967

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 54,062
固 定 負 債 106,489
株 主 資 本 130,584
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 140,584
その他利益剰余金 140,584
(うち当期純損失) (8,634)

負債・純資産合計 29,967

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
二
十

一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
半
田
市
州
の
崎
町
二
番
地
一
五
五

（
甲
）
株
式
会
社
ア
シ
ス
ト

代
表
取
締
役

本
間

航
也

愛
知
県
半
田
市
州
の
崎
町
二
番
地
一
五
五

（
乙
）
株
式
会
社
ジ
ュ
ニ
ア

代
表
取
締
役

本
間

航
也

第 36 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

愛知県半田市州の崎町２番地155
株式会社アシスト

代表取締役 本間 航也
貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 856,908
固 定 資 産 593,785
繰 延 資 産 646
合 計 1,451,339

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 282,245
固 定 負 債 882,134
株 主 資 本 286,959
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 276,959
その他利益剰余金 276,959
(うち当期純利益) (26,248)
合 計 1,451,339

第 27 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

愛知県半田市州の崎町２番地155
株式会社ジュニア

代表取締役 本間 航也
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 32,671
固 定 資 産 59
合 計 32,730

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,128
株 主 資 本 28,601
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 25,601
利 益 準 備 金 500
その他利益剰余金 25,101
(うち当期純利益) (1,659)
合 計 32,730

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

栃
木
県
小
山
市
大
字
粟
宮
一
一
二
九
番
地
二

（
甲
）
中
央
空
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
田

祐
二

福
島
県
福
島
市
伏
拝
字
大
日
向
一
七
番
地
の

二

（
乙
）
有
限
会
社
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
福
島

取
締
役

西
田

祐
二

第 52 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

栃木県小山市大字粟宮1129番地２
中央空機株式会社

代表取締役 西田 祐二
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 275,059 流 動 負 債 261,836
固 定 資 産 306,051 固 定 負 債 236,156
繰 延 資 産 761 株 主 資 本 83,879

資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 2,896
資 本 準 備 金 86
その他資本剰余金 2,810
利 益 剰 余 金 60,983
利 益 準 備 金 1,712
その他利益剰余金 59,270
(うち当期純利益) (13,570)

資 産 合 計 581,872 負債・純資産合計 581,872

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
事
業
の
一

部
で
あ
る
大
川
設
備
工
業
株
式
会
社
の
株
式
及
び
当

該
株
式
の
保
有
管
理
に
係
る
一
切
の
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
反
対
の
株
主
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
書
面
に
よ
り
そ
の

旨
を
お
申
し
出
下
さ
い
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
誉
田
町
一
丁
目
七
九
一

番
地
三
〇

（
甲
）
株
式
会
社
レ
オ
ー
ド

代
表
取
締
役

片
岡

良
平

千
葉
市
緑
区
誉
田
町
一
丁
目
七
九
一
番
地
の

一
七

（
乙
）
ス
テ
ア
リ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

片
岡

文
男

決 算 公 告
令和８年８月 21 日
千葉市緑区誉田町一丁目791番地の17

ステアリスト株式会社
代表取締役 片岡 文男

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,122,862
固 定 資 産 205,528
資 産 合 計 3,328,391

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,926,592
固 定 負 債 1,118,472
株 主 資 本 283,325
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 263,325
その他利益剰余金 263,325
(うち当期純利益) (31,763)

負債・純資産合計 3,328,391

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
四
日

掲
載
頁

十
二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
Ｍ
Ｐ

２
５
０
７
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田

大
輔

東
京
都
文
京
区
後
楽
一
丁
目
四
番
二
五
号

（
乙
）
ア
ル
テ
ミ
ラ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
田

博
人

甲の貸借対照表の要旨
(令和７年７月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 5,000
合 計 5,000

負
債
及
び

純
資
産
の
部

社 員 資 本 5,000
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 0
その他利益剰余金 0
(うち当期純利益) (0)
合 計 5,000

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
三
千
四
百
九
十
八

万
四
千
五
百
八
十
六
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
五
億

三
千
四
百
九
十
八
万
四
千
五
百
八
十
五
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
五
千
万
円
、
一
千
二
百
五
十
万
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
が
、
期
中
に
増
資
を
行
い
現
在
の
資
本
金
の

額
は
五
億
八
千
四
百
九
十
八
万
四
千
五
百
八
十
六

円
、
資
本
準
備
金
の
額
は
五
億
四
千
七
百
四
十
八
万

四
千
五
百
八
十
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
一
四

一

Ｓ
ｏ
ｔ
ａ
ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
元

裕
樹

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 東京都中央区八丁堀二丁目14１

Ｓｏｔａｓ株式会社
代表取締役 吉元 裕樹

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 281,138 流 動 負 債 6,963
固 定 資 産 166,168 固 定 負 債 259,879

負 債 合 計 266,843
株 主 資 本 80,463
資 本 金 60,002
資 本 剰 余 金 418,394
資 本 準 備 金 22,502
その他資本剰余金 395,892
利 益 剰 余 金  397,933
その他利益剰余金  397,933
(うち当期純損失) (197,808)
新 株 予 約 権 100,000
純資産合計 180,463

資 産 合 計 447,307 負債・純資産合計 447,307

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
一
番
九
号
Ｈ

ｉ
ｌ
ｌ
ｓ
桜
町

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｎ
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役

小
林

真

愛
知
県
津
島
市
寺
野
町
字
郷
一
三
九
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

代
表
取
締
役

山
本

ま
み

決 算 公 告
令和８年８月 21 日

名古屋市中区錦三丁目１番９号
Ｈｉｌｌｓ桜町

株式会社Ｃｏｄｅｎクリエイト
代表取締役 小林 真

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 30,108
固 定 資 産 58,880
合 計 88,988

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,900
固 定 負 債 10,883
株 主 資 本 67,204
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 62,204
その他利益剰余金 62,204
(うち当期純利益) (30,612)
合 計 88,988

決 算 公 告
令和８年８月 21 日

愛知県津島市寺野町字郷139番地２
株式会社Ｌｉｎｋ

代表取締役 山本 まみ
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 22,245
合 計 22,245

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,085
株 主 資 本 20,160
資 本 金 500
利 益 剰 余 金 19,660
その他利益剰余金 19,660
(うち当期純利益) (15,294)
合 計 22,245

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
豊
中
市
中
桜
塚
三
丁
目
二
番
一
号

（
甲
）
豊
食
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

成
和

大
阪
府
豊
中
市
中
桜
塚
三
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

Ｕ
Ｐ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

成
和

第 37 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
大阪府豊中市中桜塚三丁目２番１号

豊食株式会社
代表取締役 田中 成和

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資

産

の

部

流 動 資 産 105,653
固 定 資 産 4,638
繰 延 資 産 11,166
資 産 合 計 121,458

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 88,130
固 定 負 債 62,700
株 主 資 本 29,371
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 39,371
その他利益剰余金 39,371
(うち当期純損失) (37,081)

負債・純資産合計 121,458

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
大阪府豊中市中桜塚三丁目２番１号

ＧＲＯＷ ＵＰ株式会社
代表取締役 田中 成和

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資

産

の

部

流 動 資 産 6,036
固 定 資 産 367
繰 延 資 産 326
資 産 合 計 6,730

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,915
株 主 資 本 12,184
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 22,184
その他利益剰余金 22,184
(うち当期純損失) (22,184)

負債・純資産合計 6,730

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
分
市
今
津
留
三
丁
目
一
三
番
一
七
号

（
甲
）
大
分
財
産
コ
ン
サ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
本

和
明

大
分
県
別
府
市
照
波
園
町
二
番
四
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ー
ガ

代
表
取
締
役

宮
本

真
徳

第 15 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

大分市今津留三丁目13番17号
大分財産コンサル株式会社

代表取締役 宮本 和明
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 106,123,849
固 定 資 産 301,182,794
合 計 407,306,643

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 109,380,935
固 定 負 債 115,841,600
株 主 資 本 182,084,108
資 本 金 5,000,000
利 益 剰 余 金 177,084,108
その他利益剰余金 177,084,108
(うち当期純利益) (10,769,188)
合 計 407,306,643

第 11 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

大分県別府市照波園町２番42号
株式会社フーガ

代表取締役 宮本 真徳
貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)

科 目 金 額(円)
資

産

の

部

流 動 資 産 2,126,008
固 定 資 産 1,400,378
繰 延 資 産 75,834
合 計 3,602,220

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,229,998
固 定 負 債 3,957,170
株 主 資 本 1,584,948
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 2,584,948
その他利益剰余金 2,584,948
(うち当期純損失) (2,844,234)
合 計 3,602,220

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
厚
木
市
中
町
三
丁
目
五
番
一
五
号

シ
ン
セ
イ
ビ
ル
四
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｅ

ｓ

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ

代
表
取
締
役

阿
部

清
貴

神
奈
川
県
海
老
名
市
扇
町
一
二
番
三
三
号

フ
ィ
ー
ル
ズ
三
幸
ビ
ル
三
階
Ａ
号
室

（
乙
）
株
式
会
社
ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ

代
表
取
締
役

鈴
木

佳
人

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
神奈川県厚木市中町三丁目５番15号

シンセイビル４Ｆ
株式会社ＯＮＥ’ ｓ Ｌａｎｄ

代表取締役 阿部 清貴
貸借対照表の要旨

(令和７年11月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 91,010,754
固 定 資 産 22,477,722
資 産 合 計 113,488,476

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 16,748,555
固 定 負 債 70,025,000
株 主 資 本 26,714,921
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 25,714,921
その他利益剰余金 25,714,921
(うち当期純利益) (3,567,979)

負債・純資産合計 113,488,476

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

神奈川県海老名市扇町12番33号
フィールズ三幸ビル３階Ａ号室

株式会社ａｚｕｒｅ
代表取締役 鈴木 佳人

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 47,191,195
固 定 資 産 25,584,825
資 産 合 計 72,776,020

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 34,719,578
固 定 負 債 42,378,130
株 主 資 本 4,321,688
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 5,321,688
その他利益剰余金 5,321,688
(うち当期純損失) (2,784,335)

負債・純資産合計 72,776,020

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

新
潟
市
東
区
河
渡
庚
二
九
六
番
地
四
六

（
甲
）
株
式
会
社
十
八

代
表
取
締
役

田
村

昌
史

新
潟
市
中
央
区
医
学
町
通
一
番
町
六
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｅ
Ａ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ

代
表
取
締
役

田
村

昌
史

第 26 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

新潟市東区河渡庚296番地46
株 式 会 社 十 八
代表取締役 田村 昌史

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 52,393
固 定 資 産 12,946
合 計 65,339

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,546
固 定 負 債 13,799
株 主 資 本 40,994
資 本 金 46,000
利 益 剰 余 金 5,005
その他利益剰余金 5,005
(うち当期純損失) (16,137)
合 計 65,339

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
新潟市中央区医学町通一番町63番地

株式会社ＬＥＡｐａｓｓ
代表取締役 田村 昌史

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 9,891
固 定 資 産 50
合 計 9,941

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,177
固 定 負 債 15,072
株 主 資 本 23,308
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 33,308
その他利益剰余金 33,308
(うち当期純損失) (7,083)
合 計 9,941

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

兵
庫
県
姫
路
市
市
之
郷
一
四
五
三
番
地
四

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
不
動
産

代
表
取
締
役

國
本

昌
幸

兵
庫
県
姫
路
市
書
写
一
〇
一
九

五
六
一

（
乙
）
Ｅ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

國
本

昌
幸

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

兵庫県姫路市市之郷1453番地４
株式会社アイ不動産
代表取締役 國本 昌幸

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 400,876,342
固 定 資 産 57,344,194
合 計 458,220,536

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 155,881,525
固 定 負 債 202,540,000
株 主 資 本 99,799,011
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 89,799,011
(うち当期純利益) (85,440,289)
合 計 458,220,536

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

兵庫県姫路市書写1019561
ＥＳｍｉｌｅ株式会社
代表取締役 國本 昌幸

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 34,117,948
固 定 資 産 8,624,363
合 計 42,742,311

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,947,752
固 定 負 債 4,057,015
株 主 資 本 2,737,544
資 本 金 2,000,000
利 益 剰 余 金 737,544
(うち当期純利益) (12,565,339)
合 計 42,742,311

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

鳥
取
県
倉
吉
市
見
日
町
三
六
四
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ク
ラ
ヴ
ィ
ス

代
表
取
締
役

陶
山

信
幸

鳥
取
県
倉
吉
市
見
日
町
三
六
四
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

陶
山

信
幸

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

鳥取県倉吉市見日町364番地１
株式会社クラヴィス
代表取締役 陶山 信幸

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 400
固 定 資 産 208
合 計 608

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 400
固 定 負 債 200
株 主 資 本 8
資 本 金 3
利 益 剰 余 金 5
その他利益剰余金 5
(うち当期純利益) (33)
合 計 608

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

鳥取県倉吉市見日町364番地１
株式会社スマートホーム
代表取締役 陶山 信幸

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 85
固 定 資 産 167
合 計 252

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20
固 定 負 債 250
株 主 資 本 18
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 28
その他利益剰余金 28
(うち当期純利益) (16)
合 計 252

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
市
中
区
西
川
原
一
丁
目
六
番
一
号
Ｔ
館

五
二
〇

（
甲
）
一
般
社
団
法
人
日
本
レ
セ
プ
ト
学
会

代
表
理
事

大
友

達
也

岡
山
市
北
区
学
南
町
三
丁
目
八
番
一
三
号

（
乙
）
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
維
新
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

代
表
理
事

上
田

恭
子

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
岡山市中区西川原一丁目６番１号Ｔ館520

一般社団法人日本レセプト学会
代表理事 大友 達也

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 2,858,198
固 定 資 産 3,107,841
合 計 5,966,039

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,968,699
固 定 負 債 1,270,000
株 主 資 本  9,272,660
利 益 剰 余 金  9,272,660
その他利益剰余金  9,272,660
(うち当期純損失) (889,106)
合 計 5,966,039

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

岡山市北区学南町三丁目８番13号
一般社団法人
日本医療維新コンサルタント協会

代表理事 上田 恭子
貸借対照表の要旨

(令和８年５月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,243,486
固 定 資 産 
合 計 2,243,486

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 225,829
固 定 負 債 871,430
正 味 財 産 1,146,227
利 益 剰 余 金 1,146,227
その他利益剰余金 1,146,227
(うち当期純利益) (1,641,879)
合 計 2,243,486

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

栃
木
県
足
利
市
大
月
町
一
三
二
八
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
黎
明
電
子

代
表
取
締
役

川
久
保
美
代
子

栃
木
県
足
利
市
大
月
町
二
八
九
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
黎
明
農
園

代
表
取
締
役

川
久
保
美
代
子

第 44 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

栃木県足利市大月町1328番地２
株式会社黎明電子

代表取締役 川久保美代子
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 62,814
固 定 資 産 134,075
合 計 196,889

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,295
固 定 負 債 159,646
株 主 資 本 27,948
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 17,948
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 15,448
(うち当期純損失) (4,377)
合 計 196,889

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

栃木県足利市大月町289番地２
株式会社黎明農園

代表取締役 川久保美代子
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,355
固 定 資 産 4,666
合 計 8,021

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,102
固 定 負 債 7,882
株 主 資 本 8,963
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 9,063
その他利益剰余金 9,063
(うち当期純利益) (3,827)
合 計 8,021

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

三
重
県
桑
名
市
大
字
上
之
輪
新
田
一
四
一
八

番
地（

甲
）
株
式
会
社
Ｇ
＆
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｓ

代
表
取
締
役

内
里
ア
ン
ジ
ェ
リ
ノ

三
重
県
桑
名
市
大
字
上
之
輪
新
田
一
四
一
八

番
地（

乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ

Ｈ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

代
表
取
締
役

内
里
ア
ン
ジ
ェ
リ
ノ

第 20 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
三重県桑名市大字上之輪新田1418番地
株式会社Ｇ＆Ｃ ＨＯＬＤＩＮＧＳ

代表取締役 内里アンジェリノ
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 217,450
固 定 資 産 64,658
合 計 282,109

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 42,875
固 定 負 債 55,198
株 主 資 本 184,035
資 本 金 2,000
利 益 剰 余 金 182,035
その他利益剰余金 182,035
(うち当期純利益) (6,489)
合 計 282,109

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
三重県桑名市大字上之輪新田1418番地
株式会社ＳＹＮＥＲＧＹ ＨＯＬＤ
ＩＮＧＳ

代表取締役 内里アンジェリノ
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 18,151
合 計 18,151

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,067
固 定 負 債 750
株 主 資 本 15,333
資 本 金 9,900
利 益 剰 余 金 5,433
その他利益剰余金 5,433
(うち当期純利益) (58)
合 計 18,151

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
市
南
区
井
尻
四
丁
目
二
八
番
一
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
キ
ュ
ー
オ
キ

代
表
取
締
役

廣
島

将
登

福
岡
市
南
区
井
尻
四
丁
目
二
八
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｋ
ｙ
ｕ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

廣
島

将
登

第 55 期決算公告 令和８年８月21日
福岡市南区井尻四丁目28番18号

株式会社キューオキ
代表取締役 廣島 将登

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,235,395
固 定 資 産 258,619
合 計 1,494,014

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 967,330
固 定 負 債 75,654
株 主 資 本 451,030
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 456,930
利 益 準 備 金 5,900
その他利益剰余金 451,030
(うち当期純利益) (47,032)
自 己 株 式 35,900
合 計 1,494,014

第７期決算公告 令和８年８月21日
福岡市南区井尻四丁目28番18号

株式会社Ｋｙｕホールディングス
代表取締役 廣島 将登

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 180,312
固 定 資 産 285,147
合 計 465,459

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 227,378
固 定 負 債 191,229
株 主 資 本 46,851
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 6,851
利 益 準 備 金 1,482
その他利益剰余金 5,369
(うち当期純利益) (6,710)
合 計 465,459

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

広
島
県
三
原
市
城
町
一
丁
目
一
二
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ム
セ
ッ
ク

代
表
取
締
役

小
畠

祐
輝

広
島
県
三
原
市
城
町
一
丁
目
一
二
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
ア
イ

代
表
取
締
役

小
畠

諒

第 41 期決算公告 令和８年８月21日
広島県三原市城町一丁目12番５号

株式会社エムセック
代表取締役 小畠 祐輝

貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 376,928
固 定 資 産 411,731
繰 延 資 産 3,079
合 計 791,740

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 245,528
固 定 負 債 97,632
株 主 資 本 448,579
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 458,579
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 453,579
(うち当期純利益) (236,193)
自 己 株 式  30,000
合 計 791,740

第 29 期決算公告 令和８年８月21日
広島県三原市城町一丁目12番５号

株式会社ネクストアイ
代表取締役 小畠 諒

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 19,225
固 定 資 産 3,468
合 計 22,694

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,879
固 定 負 債 11,224
株 主 資 本 5,591
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 1,000
資 本 準 備 金 1,000
利 益 剰 余 金  5,408
利 益 準 備 金 2,171
その他利益剰余金  7,580
(うち当期純損失) (1,047)
合 計 22,694

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 １ 期 決 算 公 告
令和８年７月 21 日
東京都港区六本木一丁目６番１号
泉ガーデンタワーＫＰＭＧ税理士法人内

那須岳一般社団法人
代表理事 中金 春樹

貸借対照表の要旨
(令和８年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 676
固 定 資 産 100
合 計 776

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11
負 債 合 計 11
基 金 900
利 益 剰 余 金 135
(うち当期純損失) (135)
純資産合計 765
合 計 776

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岩
手
県
宮
古
市
田
の
神
一
丁
目
二
番
三
一
号

（
甲
）
Ｂ
Ｇ
Ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
崎

利
治

岩
手
県
宮
古
市
実
田
一
丁
目
七
番
二
八
号

（
乙
）
有
限
会
社
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

川
崎

利
治

第 71 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
岩手県宮古市田の神一丁目２番31号

ＢＧＬ株式会社
代表取締役 川崎 利治

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 36,178
固 定 資 産 144,360
資 産 合 計 180,538

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 27,130
固 定 負 債 79,038
株 主 資 本 74,370
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 69,370
利 益 準 備 金 1,950
その他利益剰余金 67,420
(うち当期純損失) (11,094)
合 計 180,538

第 54 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
川崎市高津区上作延３丁目８番14号
一般財団法人京浜保健衛生協会

理事長 矢作 淳
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,307,992
固 定 資 産 837,810
合 計 2,145,802

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 296,880
固 定 負 債 609,576
負 債 合 計 906,456
基 本 金 20,521
利 益 剰 余 金 1,218,825
純資産合計 1,239,346
合 計 2,145,802

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
一
千
万
円
、
資
本

準
備
金
を
一
億
四
千
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千

万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

奈
良
市
左
京
三
丁
目
六
番
地
ア
ル
ス
高
の
原

五

三
〇
二

株
式
会
社
ｍ
．
ｍ

代
表
取
締
役

田
村

圭
二

第２期決算公告 令和８年８月21日
奈良市左京三丁目６番地
アルス高の原５302

株式会社ｍ．ｍ
代表取締役 田村 圭二

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,962
固 定 資 産 55,280
資 産 合 計 60,243

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 164
負 債 合 計 164
株 主 資 本 60,078
資 本 金 80,000
利 益 剰 余 金  19,921
その他利益剰余金  19,921
(うち当期純損失) (15,657)
純資産合計 60,078
負債・純資産合計 60,243

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

横
浜
市
青
葉
区
市
ケ
尾
町
五
二
三
番
地
一
九

（
甲
）
株
式
会
社
五
彩

代
表
取
締
役

篠
原

正
義

横
浜
市
青
葉
区
市
ケ
尾
町
五
二
三
番
地
一
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｄ
ｅ

Ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

代
表
取
締
役

篠
原

正
義

横
浜
市
中
区
住
吉
町
五
丁
目
六
二
番
地

（
丙
）
株
式
会
社
横
浜
会
計
社

代
表
取
締
役

篠
原

正
義

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

横浜市青葉区市ケ尾町523番地19号
株式会社Ｄｅ Ａｒｒｏｗ

代表取締役 篠原 正義
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,689
合 計 2,689

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,141
株 主 資 本 548
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 4,451
その他利益剰余金 4,451
(うち当期純損失) (724)
合 計 2,689

第 40 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

横浜市青葉区市ケ尾町523番地19
株式会社五彩

代表取締役 篠原 正義
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資

産

の

部

流 動 資 産 8,326
固 定 資 産 123,815
繰 延 資 産 648
合 計 132,790

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,542
固 定 負 債 26,640
株 主 資 本 91,607
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 86,607
その他利益剰余金 86,607
(うち当期純損失) (10,518)
合 計 132,790

第 33 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

横浜市中区住吉町五丁目62番地
株式会社横浜会計社
代表取締役 篠原 正義

貸借対照表の要旨
(令和７年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 557
固 定 資 産 2,074
合 計 2,632

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 595
固 定 負 債 13,193
株 主 資 本 11,155
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 21,155
その他利益剰余金 21,155
(うち当期純損失) (3,051)
合 計 2,632

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

東京都中央区日本橋三丁目９番１号
日本橋三丁目スクエア11階

ＡＣＴソリューションズジャパン株式会社
代表取締役 佐藤 昌利

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 427,354,725
固 定 資 産 2,734,320
資 産 合 計 430,089,045

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 440,711,216
有給休暇引当金 13,384,567
株 主 資 本 10,622,171
資 本 金 10,000,001
利 益 剰 余 金 20,622,172
その他利益剰余金 20,622,172
(うち当期純利益) (1,757,469)

負債・純資産合計 430,089,045

第 64 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日
東京都千代田区神田佐久間町三丁目21番地

株式会社やよい不動産
代表取締役 落合 毅志

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 305,731
固 定 資 産 207,731
資 産 合 計 513,667

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,306
株 主 資 本 511,361
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 501,361
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 498,861
(うち当期純損失) (5,733)

負債・純資産合計 513,667

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
府
門
真
市
島
頭
一
丁
目
一
一
番
五
号

（
甲
）
森
田
鋼
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
田

雄
一

兵
庫
県
伊
丹
市
北
河
原
五
丁
目
一
番
三
号

（
乙
）
三
豊
鋼
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
田

雄
一

第 59 期決算公告 令和８年８月21日
兵庫県伊丹市北河原五丁目１番３号

三豊鋼業株式会社
代表取締役 森田 雄一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 86,941
固 定 資 産 163,436
合 計 250,377

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 85,618
(うち賞与引当金) (2,570)
株 主 資 本 164,760
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 144,760
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 139,760
(うち当期純利益) (39,089)
合 計 250,377

第70期決算公告

令和８年８月 21 日

大阪府門真市島頭一丁目11番５号

森田鋼材株式会社

代表取締役 森田 雄一

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 410,735
固 定 資 産 391,732

合 計 802,467

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 58,048
(うち賞与引当金) (3,740)
固 定 負 債 18,999
退職給付引当金 2,999
役員退職慰労引当金 16,000
株 主 資 本 725,420
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 14,000
資 本 準 備 金 14,000
利 益 剰 余 金 701,420
利 益 準 備 金 12,480
その他利益剰余金 688,940
(うち当期純利益) (39,517)

合 計 802,467

第 58 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

愛知県蒲郡市豊岡町中村１番地１

東京製綱繊維ロープ株式会社

代表取締役 新藤 直之
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,504
固 定 資 産 2,491

資 産 合 計 5,995

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,063
(うち賞与引当金) (105)
固 定 負 債 357
うち退職給付引当
金  (252)
うち役員退任慰労
引当金  (9)

負 債 合 計 2,420

株 主 資 本 2,844
資 本 金 200
資 本 剰 余 金 901
資 本 準 備 金 51
その他資本剰余金 850
利 益 剰 余 金 1,743
利 益 準 備 金 50
その他利益剰余金 1,692
(うち当期純利益) (200)

評価・換算差額等 731
その他有価証券評価
差額金 731

純資産合計 3,575

負債・純資産合計 5,995

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

新
潟
市
中
央
区
明
石
二
丁
目
三
番
四
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
峰
村
商
店

代
表
取
締
役

小
畑

宏
樹

新
潟
市
中
央
区
古
町
通
二
番
町
五
三
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
古
町
糀
製
造
所

代
表
取
締
役

小
畑

宏
樹

第 12 期決算公告 令和８年８月21日
新潟市中央区古町通二番町533番地

株式会社古町糀製造所
代表取締役 小畑 宏樹

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 89,495
固 定 資 産 5,028
繰 延 資 産 20
合 計 94,543

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 30,449
固 定 負 債 70,155
株 主 資 本 6,061
資 本 金 55,000
資 本 剰 余 金 35,000
資 本 準 備 金 35,000
利 益 剰 余 金 96,061
その他利益剰余金 96,061
(うち当期純損失) (4,448)
合 計 94,543

第 74 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

新潟市中央区明石二丁目３番44号

株式会社峰村商店

代表取締役 小畑 宏樹

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資

産

の

部

流 動 資 産 131,094
固 定 資 産 194,256
繰 延 資 産 125

合 計 325,475

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 131,448
固 定 負 債 196,617
株 主 資 本 2,590
資 本 金 45,000
資 本 剰 余 金 35,000
資 本 準 備 金 35,000
利 益 剰 余 金 82,590
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 85,090
(うち当期純損失) (11,930)

合 計 325,475

第 48 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

東京都港区港南二丁目15番３号

品川インターシティＣ棟

株式会社西新宿ホテルアンドリゾート

代表取締役 島袋 慎也

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 3,164
固 定 資 産 198
有形固定資産 173
無形固定資産 15
投資その他の資産 9

資 産 合 計 3,363

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,256
賞 与 引 当 金 249
そ の 他 2,007
固 定 負 債 75
株 主 資 本 1,031
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 700
資 本 準 備 金 400
その他資本剰余金 300
利 益 剰 余 金 230
その他利益剰余金 230
(うち当期純利益) (1,933)

負債・純資産合計 3,363

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四

条
第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず

に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の

全
株
式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ

る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書

提
出
済
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
梅
田
二
丁
目
二
番
二
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
イ
ル
グ
ル
ム

代
表
取
締
役

岩
田

進

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
三
六
番
二
号

新
宿
第
七
葉
山
ビ
ル
七
階

（
乙
）
ア
タ
ラ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

石
永

孝
士

第 17 期決算公告 令和８年８月21日
東京都新宿区新宿一丁目36番２号
新宿第七葉山ビル７階

アタラ株式会社
代表取締役社長 石永 孝士

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 212,012
固 定 資 産 6,638
資 産 合 計 218,651

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 43,235
固 定 負 債 46,647
負 債 合 計 89,882
株 主 資 本 128,768
資 本 金 47,100
利 益 剰 余 金 81,668
その他利益剰余金 81,668
(うち当期純損失) (38,010)
純資産合計 128,768
負債・純資産合計 218,651

合
併
公
告
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
の

権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
丁
及
び

戊
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。ま

た
、
甲
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
五
千
七
百
六
十

三
万
六
千
八
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
又
は
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
中
区
上
前
津
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
甲
）
加
藤
憲
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤

憲
造

名
古
屋
市
中
区
上
前
津
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
乙
）
ビ
ー
エ
イ
チ
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

内
川
健
次
郎

神
奈
川
県
小
田
原
市
酒
匂
一
〇
五
四
番
地
の
一

（
丙
）
株
式
会
社
文
蔵

代
表
取
締
役

宥
免

弘

名
古
屋
市
中
区
上
前
津
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
丁
）
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
谷

裕
行

山
口
県
下
関
市
一
の
宮
卸
本
町
三
番
一
八
号

（
戊
）
株
式
会
社
西
日
本
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

下
松

勝
二

第 58 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 名古屋市中区上前津一丁目４番10号

加藤憲ホールディングス株式会社
代表取締役 加藤 憲造

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 6,845,882 流 動 負 債 6,998,806
固 定 資 産 5,630,812 固 定 負 債 2,226,957
繰 延 資 産 3,410 株 主 資 本 3,254,342

資 本 金 457,637
新株式申込証拠金 450
資 本 剰 余 金 272,283
資 本 準 備 金 272,283
利 益 剰 余 金 2,523,972
利 益 準 備 金 25,250
その他利益剰余金 2,498,722
(うち当期純利益) (152,220)

合 計 12,480,104 合 計 12,480,104

第 29 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 名古屋市中区上前津一丁目４番10号

ビーエイチエス株式会社

代表取締役 内川健次郎
貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 451,053 流 動 負 債 217,265
固 定 資 産 138,381 固 定 負 債 1,573,400

株 主 資 本 1,201,231
資 本 金 90,000
利 益 剰 余 金 1,291,231
その他利益剰余金 1,291,231
(うち当期純利益) (8,758)

合 計 589,434 合 計 589,434

第９期決算公告 令和８年８月21日

神奈川県小田原市酒匂1054番地の１

株 式 会 社 文 蔵
代表取締役 宥免 弘

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 161,081
固 定 資 産 225,171
合 計 386,252

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 603,391
株 主 資 本 217,139
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 317,139
その他利益剰余金 317,139
(うち当期純損失) (16,787)
合 計 386,252

第 22 期決算公告 令和８年８月21日
名古屋市中区上前津一丁目４番10号

ワールドクラフト株式会社
代表取締役 森谷 裕行

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 221,373
固 定 資 産 18,662
繰 延 資 産 5,402
合 計 245,438

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 718,982
株 主 資 本 473,544
資 本 金 60,000
利 益 剰 余 金 533,544
その他利益剰余金 533,544
(うち当期純損失) (28,514)
合 計 245,438

第６期決算公告 令和８年８月21日
山口県下関市一の宮卸本町３番18号
株式会社西日本リテールサポート

代表取締役 下松 勝二
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 1,033,501
固 定 資 産 58,704
繰 延 資 産 522
合 計 1,092,726

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 929,980
固 定 負 債 827,299
退職給付引当金 15,219
株 主 資 本 664,553
資 本 金 95,000
利 益 剰 余 金 759,553
その他利益剰余金 759,553
(うち当期純損失) (145,937)
合 計 1,092,726

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 19 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

京都府京都市下京区新町通四条下る四条町347番地の１
株式会社アドインテ
代表取締役 十河 慎治

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,214,083 流 動 負 債 1,981,469
固 定 資 産 1,446,128 固 定 負 債 955,103
繰 延 資 産 1,600 株 主 資 本 1,724,692

資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 930,000
資 本 準 備 金 515,000
その他資本剰余金 415,000
利 益 剰 余 金 694,692
その他利益剰余金 694,692
(うち当期純利益) (505,022)
新 株 予 約 権 547

資 産 合 計 4,661,812 負債・純資産合計 4,661,812

第 56 期 決 算 公 告
令和８年６月 26 日 熊本県山鹿市杉1110番地

Ａｒａｔａｓ Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ株式会社
代表取締役社長 大東 博之

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 18,493,269 流 動 負 債 11,514,066
固 定 資 産 11,789,436 固 定 負 債 873,359

株 主 資 本 17,837,881
資 本 金 300,000
資 本 剰 余 金 1,018,072
資 本 準 備 金 248,072
その他資本剰余金 770,000
利 益 剰 余 金 16,519,809
利 益 準 備 金 75,000
その他利益剰余金 16,444,809
(うち当期純利益) (1,240,771)

評価・換算差額等 57,399
繰延ヘッジ損益 57,399

資 産 合 計 30,282,705 負債・純資産合計 30,282,705

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
白
州
工
場
に
お

け
る
物
流
作
業
請
負
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙

は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
一
〇
月
一
日
で
あ
り
、
甲

及
び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
一

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
青
柳
町
九
〇
五
番

地
二（

甲
）
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス代

表
取
締
役

石
澤
啓
一
郎

山
梨
県
中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
三
二
一
一
番

地
一
一

（
乙
）
山
梨
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
澤
啓
一
郎

第 67 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

山梨県南巨摩郡富士川町青柳町905番地２
株式会社ＴＡＭＡＹＡロジスティクス

代表取締役 石澤啓一郎
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年５月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 976 流 動 負 債 100
固 定 資 産 274 (うち賞与引当金) (4)

固 定 負 債 1
株 主 資 本 1,149
資 本 金 13
利 益 剰 余 金 1,136
利 益 準 備 金 1
その他利益剰余金 1,135
(うち当期純利益) (98)

資 産 合 計 1,250 負債・純資産合計 1,250

第 64 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

山梨県中央市山之神流通団地3211番地11
山梨貨物自動車株式会社
代表取締役 石澤啓一郎

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,588 流 動 負 債 445
固 定 資 産 1,516 (うち賞与引当金) (20)

固 定 負 債 263
株 主 資 本 2,385
資 本 金 30
利 益 剰 余 金 2,355
利 益 準 備 金 8
その他利益剰余金 2,347
(うち当期純利益) (189)

評価・換算差額等 11
その他有価証券評価
差額金 11

資 産 合 計 3,104 負債・純資産合計 3,104

第 44 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日 東京都中央区日本橋小伝馬町14番９号

大 丸 防 音 株 式 会 社
代表取締役 高村 慶浩

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,007,005 流 動 負 債 1,310,113
固 定 資 産 1,102,513 賞 与 引 当 金 24,135

損 失 引 当 金 15,690
固 定 負 債 126,985
退職給付引当金 74,725
株 主 資 本 2,672,419
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 2,632,419
利 益 準 備 金 10,000
その他利益剰余金 2,622,419
(うち当期純利益) (167,114)

資 産 合 計 4,109,518 負債・純資産合計 4,109,518

第 70 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

熊本市南区十禅寺二丁目２番５号
熊本トヨペット株式会社
代表取締役 齊藤 賢司

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 6,102 流 動 負 債 2,789
固 定 資 産 7,909 固 定 負 債 1,607
繰 延 資 産 0 (退職給付引当金) (269)

株 主 資 本 8,494
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 8,444
利 益 準 備 金 12
その他利益剰余金 8,431
(うち当期純利益) (536)

評価・換算差額等 1,120
その他有価証券評価
差額金 1,120

資 産 合 計 14,011 負債・純資産合計 14,011

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年４月30日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,976 流 動 負 債 1,511
固 定 資 産 538 (うち賞与引当金) (41)
有形固定資産 210 固 定 負 債 269
無形固定資産 14 株 主 資 本 1,461
投資その他の資産 312 資 本 金 25

資 本 剰 余 金 15
資 本 準 備 金 15
利 益 剰 余 金 1,421
(うち当期純利益) (799)
新 株 予 約 権 271

資 産 合 計 3,514 負債・純資産合計 3,514

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年７月 30 日

愛知県名古屋市中村区名駅５丁目２17
株式会社アイネック
代表取締役 度會 洋徳

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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吸
収
分
割
公
告
及
び
合
併
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
乙
は
、
吸
収
分
割
し
て
甲

は
乙
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
に
か
か
る
権
利
義
務

を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。（
以
下
「
本
吸
収
分
割
」
と

い
い
ま
す
。）

ま
た
、
左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
丙
は
、
本
吸
収
分

割
の
効
力
発
生
を
停
止
条
件
と
し
て
合
併
し
、
丙
は
甲

が
保
有
す
る
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
甲

は
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。（
以
下
「
第
一
吸
収
合
併
」
と
い
い
ま
す
。）

ま
た
、
左
記
会
社
の
う
ち
乙
及
び
丁
は
、
本
吸
収
分

割
の
効
力
発
生
及
び
第
一
吸
収
合
併
の
効
力
発
生
を
停

止
条
件
と
し
て
合
併
し
、
丁
は
乙
が
保
有
す
る
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。（
以
下
「
第
二
吸
収

合
併
」
と
い
い
ま
す
。）

本
吸
収
分
割
、
第
一
吸
収
合
併
、
第
二
吸
収
合
併
に

対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

山
口
県
宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
一
番
二
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
タ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ン

代
表
取
締
役

伊
藤

樹
包

徳
島
市
富
田
橋
一
丁
目
八
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
マ
イ
サ
ン

代
表
取
締
役

福
重

晋
作

山
口
県
宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
一
番
二
五
号

（
丙
）
ミ
ー
タ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

樹
包

山
口
県
宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
一
番
二
五
号

（
丁
）
山
口
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
重

晋
作





第 65 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

徳島市富田橋一丁目83番地

株式会社マイサン

代表取締役 福重 晋作

貸借対照表の要旨

科 目

資
産
の
部

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
退職給与引当金
役員退職慰労引当金
土地原状回復引当金
家 賃 引 当 金
事務所移転引当金
建物取壊引当金
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

負債・純資産合計

金 額

721,351
296,326

1,017,678

145,206
166,015
18,317
21,898
50,000
18,300
1,500
50,000
706,455
32,000
22,000
22,000
652,455
8,000
644,455
(15,436)

1,017,678

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

第 21 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

山口県宇部市琴芝町一丁目１番25号

株式会社アタック・ウィン

代表取締役 伊藤 樹包

貸借対照表の要旨

科 目

資
産
の
部

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
役員退職慰労引当金
土地原状回復引当金
設備投資引当金
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

負債・純資産合計

金 額

279,844
268,550

548,394

169,766
86,700
6,700
50,000
30,000
631,461
10,000
621,461
2,500
618,961
(994)

548,394

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

第 69 期 決 算 公 告

令和８年８月 21 日

山口県宇部市琴芝町一丁目１番25号

山口産業株式会社

代表取締役 福重 晋作

貸借対照表の要旨

科 目

資
産
の
部

負
債
及
び
純
資
産
の
部

資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
退職給与引当金
役員退職慰労引当金
設備投資引当金
新事業準備引当金
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)
自 己 株 式

負債・純資産合計

金 額

9,165,025
8,668,642
1,498

17,835,165

2,975,463
2,072,895
73,052
283,935
400,000
250,000

12,786,807
60,000
434,544
14,961
419,583

12,292,638
15,000

12,277,638
(1,499,265)

376

17,835,165

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

流 動 資 産
固 定 資 産
繰 延 資 産

第 39 期 決 算 公 告
令和８年８月 21 日

山口県宇部市琴芝町一丁目１番25号

ミータス株式会社
代表取締役 伊藤 樹包

貸借対照表の要旨

科 目

資
産
の
部

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

流 動 負 債
賞 与 引 当 金
ポイント引当金
固 定 負 債
退職給与引当金
役員退職慰労引当金
施設利用権評価損引
当金
土地原状回復引当金
新事業準備引当金
設備投資引当金
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

負債・純資産合計

金 額

3,411,087
1,969,480

5,380,568

1,084,545
38,375
2,254

1,841,678
56,917
124,375

6,386

1,000,000
50,000
600,000
2,454,343
100,000
45,254
45,254

2,309,089
25,000

2,284,089
(470,865)

5,380,568

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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